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Abstract: The habitats of birds in Geihoku-cho were investigated fronl l991 to l995 As a result, including
information from members of !The Wild Bird Society of Japan' in Hiroshinla,  15 orders 41 families  l49

species  were  l･ecol･ded  as  occurring in  Geihoku-cho,  and  lO  orders  27  falnilies  73  species  were  also
recorded as natives of Garyu-zan mountain. The breeding ecology was also studied, and 50 species were
found breeding. The record of Tz"""s "I""s and E"be"2(z eleg"s nesting on Garyu.zan mountain in this

investigation was actually the first for Japan, and a nest of E""I(zc"s Cy"e was found fol･ the first time in
the Prefecture As a result of bird banding activities, 362 individuals of 50 species including Gα"伽αgり
ﾙ伽伽"jc〃〃, CI"""s  c"to"1s. E"7ysto""Js o"87"α"s, E"be""  I""""""α、were newly banded. The large

number of species and individuals of birds il1 Geihoku-cho is due to the diverse natural environment. Birds

are especially abundant in rice paddies of Nishiyahatabara, in the Tawarabara meadow and on Garyu.zan
mounta in .

は じ め に

芸北町の鳥類に関するまとまった調査は春山・白附(1959)による報告が最初であろう．これは，樽床ダ

ム建設のための学術調査で，三段峡と八'幡高原を対象としたものである．それによると，三段峡と八幡高
原で記録された鳥類は15目30科74種であり，オオルリ，ヤマセミ，カワガラスなどの渓谷に生息する鳥類
の生態について記述されている．大丸(1980)は臥竜山一帯の鳥類について調査し83種を記録している．臥
竜山の鳥類相については，これが最初のまとまったものである．佐藤ら（1983）は，芸北町の一部が含ま
れる滝山峡の鳥類について調査し，11目25科58種の生息を報告している．また，日本野鳥の会広島県支部
により1981年以降，西中国山地烏類繁殖調査が行なわれている（日本野鳥の会広島県支部 1984)．それ
により，俵原牧場においてオオジシギが県内で初めて確認された．さらに，広島県の委託により日本鳥類
保護連盟が三段峡鳥獣保護区特別保護地区及び苅尾鳥獣保護区特別保護地区鳥類生息調査報告書を作成し
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ている（広島県 1989)．それによると，三段峡と臥竜山（苅尾山）に生息している鳥類として33科97種
を挙げている．芸北町と環境が似ている近隣の佐伯郡吉和村の鳥類について，吉和村教育委員会の委託で

東常哲也氏が調査しているが（吉和村教育委員会1993)，それによると113種が記録され，吉和冠山で中
国地方で初めてコマドリの繁殖力椛認された．
今回，芸北町自然学術調査が実施されるにあたり，筆者らは芸北町の鳥類相を明らかにするとともに，

繁殖生態についても重点をおき調査に取り組んだ．

本調査を行なうにあたり，杉島 洋氏・河津 功氏・山本純子氏・泉剛氏・日比野政彦氏・東常哲也
氏・足利和英氏・吉見良一氏・宮本和夫氏の方々には調査等のご協力を頂き厚くお礼申し上げる．また，
快く情報を提供していただいた，日本野鳥の会広島県支部の方々，本学術調査の各調査員と協力員ならび
に芸北町教育委員会の方々に深く感謝する．

調 査 地 の 概 要

芸北町は広島県の北西部に位置している.町の北側を聖山(1 1 113m) ,臥竜山(1 ,223m) ,掛頭山(1,126m) ,
大佐山(1 ,069m) ,冠山(1 ,003m) ,天狗石山(1 , 192m) ,三ツ石山(1,163m) ,阿佐山(1 ,218m) ,畳山
(1 , 029m)などの1 , 000m級の山が走り，西中国山地を形成している．これらの山々には広葉樹が広く残
されており，森林性鳥類に格好の生息地を提供している．なかでも臥竜山はブナの原生林が残されており，
鳥類の種数，個体数とも県内有数である．天狗石山や阿佐山にも一部ブナ林が残されており，鳥類相が豊
かである（図1）．
また，滝の平牧場・千町原・俵原牧場・枕牧場には潅木林，草原，牧草地，アシ原などが広範に見られ，

夏鳥としてホオアカ・オオヨシキリ・セッカ・ヒバリ・カッコウなどの草原性鳥類が渡来し，繁殖する．
なかでも俵原牧場はオオジシギの県内における唯一の繁殖地となっている．西八幡原の水田は，周囲を山

に囲まれ，民家も少ないので冬鳥の絶好の中継地となっている．とりわけ，シラガホオジロが毎年10数羽
渡来し積雪まで留まっているまた，樽床貯水池（聖湖）と王泊貯水池（仙水湖）は，周囲に民家もなく，
マガモやカワアイサなどのカモ類の越冬地となっている．尾崎沼は冬期には結氷したり，訪れる人もおお
いためカモ類の越冬地には適さないが，渡りの中継地となっている（図2）．

調 査 期 間

1991～1995年の5年間調査した．特に5月から8月の繁殖期にかけては繁殖調査に重点をおいて実施し
た．標識調査では，夏烏を対象として主として臥竜山で5月から10月にかけて実施した．俵原牧場と滝の
平牧場では7月から10月にかけて実施した．深山では冬鳥を対象として11月に行った．また，西八I幡原の
水田では冬鳥の調査を11月から1月始めにかけてと，3月下旬から4月上旬にかけて実施した．
なお，調査結果には，本調査以前の筆者らの観察結果と，日本野鳥の会広島県支部会員からの情報を付

け加えている．

調 査 方 法

双眼鏡または望遠鏡による観察と，さえずりで種を確認した．繁殖調査では，正確な情報を得るために
巣の発見につとめ，繁殖状況を観察するとともに，写真撮影を行った．標識調査は，足環を鳥につけて個
体識別し，渡りや移動などの生態を解明するものであるが，観察では識別が困難な種や，潜行性のため観
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図 1 調査地の概略図

察しにくい種の確認に有効なので実施した．捕獲時に写真撮影も行った．
調 査 地 点

繁殖調査は，主として臥竜山・掛頭山・天狗石山・千町原・俵原牧場で行った．冬鳥の調査は臥竜山・
千町原・滝の平牧場・西八幡原の水田・俵原牧場・枕牧場・深山などで行った．水鳥については聖湖・尾
崎沼を主に調査した.標識調査は臥竜山・西八幡原の水田・滝の平牧場・俵原牧場・深山などで行った(図
2．図版1～2）．

調査結果の概要

芸北町にはブナ原生林・広葉樹林・草原・牧場・貯水池・ダム湖・農耕地などの多様な自然環境が存在

し，鳥類の種数，個体数ともに多い．しかし，冬期に積雪するようになると，留鳥が主体になり種数，個
体数とも減少する．また，近年の開発や植林地の増大とともに，個体数が減少傾向にある．
臥竜山にはブナ原生林があり,森林性鳥類の種数が多い.コルリ・クロツグミ・マミジロ・トラツグミ・

ヤブサメ・キビタキ・オオルリ・コサメビタキ・アカショウビン・ジュウイチ・カッコウ・ツツドリ・ホ

トトギス・アオバトなどの夏鳥が繁殖し，これまで冬鳥とされていたシロハラとミヤマホオジロの巣が国
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内で初めて確認された．また，留鳥ではヒガラ・ゴジュウカラ・コガラ・ミソサザイ・アオゲラ・アカゲ

ラ・オオアカゲラ・ヤマドリなどの個体数が多い．さらに，クマタカ・オオタカ・ハイタカ・ツミなどの
猛禽類の姿も見られる．しかし，積雪期にはゴジュウカラ・キツツキ類・カラ類・ヤマドリなどの留鳥が
少数見られるのみとなる．年によっては，冬鳥としてヒレンジャクやホシガラスなどが観察される
滝の平牧場にはカワラヒワ・ホオジロなどの小鳥が多く，それらを餌とするオオタカ・ハイタカ・ハイ

イロチュウヒなどの猛禽類が見られる．また，秋の渡りの時期にはノゴマ・メボソムシクイなどが見られ

る．千町原には夏鳥としてヒバリ・セッカなどが見られる．留鳥としてモズ・ホオジロなと令が多く繁殖し，
それらに托卵するカッコウも夏鳥として渡来する．また，この地域の山荘に掛けられた巣箱でオシドリの
繁殖力椛認された．冬鳥としてコミミズク・ツグミ・ジョウビタキなどがみられる．秋の渡りの時期には
ムギマキも観察される．

枕牧場にはカシラダカ・アオジ・ベニマシコ・ツグミ・ジョウビタキなどの冬鳥の個体数が多く，ノス
リなどの猛禽類が越冬する．俵原牧場にはホオアカ・ノビタキ・オオヨシキリ・セッカ・ヒバリ・カッコ
ウなどの草原性鳥類が夏鳥として渡来し，繁殖する。なかでも，環境庁により希少種に指定されているオ

オジシギの県内における確実な繁殖地として貴重である．また，6月初旬にはやはり環境庁により絶滅危
'|具種に指定されているヤイロチョウの声が聞かれる．9月下旬から10月中旬にかけて，コヨシキリ・ノジ
コ・ノビタキ・シマセンニュウ・ノゴマ・アリスイなどが通過する.11月に入ると，コミミズク・ノスリ・
ツグミ・アオシギなどの冬鳥が渡来する．

図 2 調 査 地 点
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西八幡原の水田にはシラガホオジロが冬鳥として渡来し，国内における本種の確実な越冬地として貴重
である．この地域はミヤマガラス・コクマルガラス・ビンズイ・タヒバリ・ツメナガホオジロ・カシラダ
カ・アトリ・タゲリ・チョウゲンボウ．．チョウゲンボウ・ハイイロチュウヒなどの冬鳥の渡りの中継地

となり,主として11月と4月に観察される.尾崎沼周辺はマガモ・カルガモ・ハシビロガモ・トモエガモ・
オシドリなどのカモ類の渡りの中継地として重要である．また，タシギ・ツグミ・カシラダカ・マヒワ・
アトリなどの冬鳥も多く見られる．夏にはコサギ・アオサギ・セグロセキレイなどの姿も見られる．なか
でもアオサギはここ数年来，町内で見られるようになった．聖湖にはカワアイサ・マガモ・オシドリなど
が冬鳥として渡来し，越冬している．町内の各河川にはカワガラス・カワセミ・ヤマセミ・セキレイ類な
どの個体数も少なくない．さらに，町内に局地的に夏鳥として渡来し，繁殖するブッポウソウは，環境庁
により希少種に指定されている．

臥竜山の鳥類相

臥竜山の鳥類相に関するまとまった調査には，大丸（1980）のものがあり，その中で，ハチクマ・トビ・
オオタカ・ハイタカ・ノスリ・サシバ・クマタカ・ヤマドリ・キジ・キジバト・アオバト・ジュウイチ・
カッコウ・ツツドリ・ホトトギス・フクロウ・ヨタカ・ハリオアマツバメ・アカショウビン・アオゲラ・

アカゲラ・オオアカゲラ・コゲラ・ツバメ・イワツバメ・キセキレイ・ビンズイ・サンショウクイ・ヒヨ
ドリ・モズ・キレンジャク・ヒレンジャク・ミソサザイ・カヤクグリ・コルリ・ルリビタキ・トラツグ
ミ・クロツグミ・マミチャジナイ・ツグミ・ヤブサメ・ウグイス・メボソムシクイ・キクイタダキ・キビ

タキ・オオルリ・コサメビタキ・エナガ・コガラ・ヒガラ・ヤマガラ・シジュウカラ・ゴジュウカラ・キ
バシリ・メジロ・ホオジロ・カシラダカ・アトリ・マヒワ・ウソ・カワラヒワ・イカル・カケス・ホシガ

ラス・ハシボソガラス・ハシブトガラスの66種を報告している．

今回の調査では，オシドリ・ハチクマ・トビ・オオタカ・ツミ・ハイタカ・ノスリ・サシバ・クマタ
カ・ヤマドリ・キジバト・アオバト・ジュウイチ・セグロカッコウ・カッコウ・ツツドリ・ホトトギス・

コノハズク・フクロウ・ハリオアマツバメ・アマツバメ・アカショウビン・アオゲラ・アカゲラ・オオア
カゲラ・コゲラ・ヤイロチョウ・イワツバメ・キセキレイ・サンショウクイ・ヒヨドリ・モズ・ヒレン

ジャク・ミソサザイ・コマドリ・コルリ・ルリビタキ・マミジロ・トラツグミ・アカハラ・クロツグミ・
シロハラ・マミチャジナイ・ツグミ・ヤブサメ・ウグイス・メボソムシクイ・センダイムシクイ・キビタ

キ・ムギマキ・オオルリ・コサメビタキ・サンコウチョウ・エナガ・コガラ・ヒガラ・ヤマガラ・シジュ
ウカラ・ゴジュウカラ・キバシリ・メジロ・ホオジロ・カシラダカ・ミヤマホオジロ・アトリ・ハギマシ

コ・ウソ・イカル・シメ・コウライウグイス・カケス・ホシガラス・ハシブトガラスの73種を確認した
大丸（1980）が記録していて，今回の調査で確認できなかったものは，キジ・ヨタカ・ツバメ・ビンズ

イ・キレンジャク・カヤクグリ・キクイタダキ・マヒワ・カワラヒワ・ハシポソガラスの10種である．こ

れらは，今回の調査では生息力椛認できなかったが，実際には生息しているであろうと思われる．特に冬
鳥が多いので，秋冬の調査を重ねれば確認できるであろう

逆に今回の調査で確認され,大丸（1980)が記録していないものは，オシドリ・シミ・セグロカッコウ・
コノハズク・アマツバメ・ヤイロチョウ・コマドリ・マミジロ・アカハラ・シロハラ・センダイムシク
イ・ムギマキ・サンコウチョウ・ミヤマホオジロ・ハギマシコ・シメ・コウライウグイスの17種である．
これらの種は臥竜山に移動の途中にたちよる種がほとんどである．ただ．シロハラは今回の調査期間中毎
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年繁殖しており，ミヤマホオジロも1993年以来，繁殖や越夏を確認している．両種が臥竜山で繁殖し始め
たのは近年の事であろう．また，大丸（1980）は繁殖期にミソサザイを1～2番いしか確認しておらず，

13年後の今回の調査では繁殖期に多くの個体を確認した．コルリについても大丸（1980）は，一度の声の
観察で繁殖の可能性も少ないと記しているが，今回の調査期間中毎年3～4個体のさえずりを繁殖期を通
じて確認し，3巣を発見した．逆にキバシリは，大丸（1980）が1978年の5～6月に確認しているが，近
年では，1990年の記録（金井塚務私信）を最後に確認されていない．
留鳥ではヒガラ・ゴジュウカラの個体数が多く,優占種となっている.夏鳥ではアオバト・ホトトギス・

ミソサザイ・トラツグミ・クロツグミ・ヤブサメ・キビタキ・オオルリ・コサメビタキなどの個体数が多
いが，ジュウイチ・カッコウ・ツツドリ・アカショウビン・コルリなどの個体数は少ない．また，シロハ
ラとミヤマホオジロは臥竜山では冬期は見られず，夏期に数番い繁殖しているので夏鳥といえる．
今回の調査で臥竜山で繁殖を確認したのはアオバト・ツツドリ・ホトトギス・アカショウビン・アオケ

ラ・アカゲラ・ミソサザイ・コルリ・トラツグミ・クロツグミ・シロハラ・ヤブサメ・ウグイス・キビタ

キ・オオルリ・コサメビタキ・エナガ・ヒガラ・ヤマガラ・シジュウカラ・ゴジュウカラ・メジロ・ホオ
ジロ・ミヤマホオジロ・イカル・カケスの26種であり，山麓の千町原でオシドリ・モズ・キジの3種の繁
殖を確認した.この他に臥竜山で繁殖期に観察し,繁殖の可能性のあるものとしてトビ・オオタカ・ツミ・
サシバ・クマタカ・ヤマドリ・キジバト・ジュウイチ・カッコウ・フクロウ・オオアカゲラ・コゲラ・ヒ
ヨドリ・マミジロ・コガラ・ハシブトガラスの16種があげられる．これらを合わせると45種の鳥類が臥竜
山で繁殖している事になる．
同じ西中国山地の吉和冠山ではコノハズク・コマドリの繁殖力瀧認され，クロジも繁殖期に観察されて

いる（吉和村.教育委員会 1993)．臥竜山はその北東に掛頭山が位置するが，孤立しており山塊をなして
いない大きな渓谷もなく，渓谷を好むコマドリや深山を好むクロジやコノハズクは繁殖していないよう
である．

繁殖期は鳥類の種数，個体数とも多いが，冬期になり積雪するとヤマドリ・キツツキ類・ヒヨドリ・カ
ラ類・ゴジュウカラ・カケスなどの留鳥が少数見られるのみとなり,年によっては,冬鳥としてヒレンジャ
クやホシガラスなどが見られる．以上のように臥竜山は，多くの森林性鳥類の生息地および繁殖地として
貴重である．

俵原牧場の鳥類相

俵原牧場は約50haの牧場で，牛の放牧がされており，一面イネ科の牧草で覆われている．また，牧場
の中央部を東西に県道が走り，それと平行して小川が流れ，その両岸にはススキが生え，中にはヨシが群
生している．

俵原牧場の鳥類については，日本野鳥の会広島県支部により，西中国山地鳥類繁殖調査として1981年以
降調査が行なわれた（日本野鳥の会広島県支部 1984)そのなかで，県内で初めてオオジシギの生息が
確認された．また，ホオアカの生息もこの調査で確認された．現在，この両種の確実な繁殖地として知ら
れているのは県内ではここだけである．数年前までは，両種とも千町原でも見られたが，環境の変化によ
り渡来しなくなった．また，小川の中にヨシが群生しているのでオオヨシキリが多く渡来し，繁殖してい
る．本種も数年前までは千町原でも見られたが,現在では渡来しなくなった．オオヨシキリに托卵するカッ
コウも渡来し繁殖しており，今回の調査で托卵を確認した．ヒバリの繁殖個体数も多く，セッカも少数な

- 2 9 6 -



がら繁殖している．1989年6月にはノビタキが繁殖したが，その後は確認されていない．
留鳥としてはキジ・キジバト・カワセミ・モズ・ホオジロ・ハシボソガラス・ハシブトガラスなどが見

られ，ごく希にコジュケイの声を聞くことがある．9月下旬から10月中旬にかけての渡りの時期には，ヨ
シ群落の中を通過していくコヨシキリ・ノジコ・ノビタキ・シマセンニュウ・ノゴマ・アリスイなどを標

識調査で確認した．11月には，年によりコミミズクやアオシギが渡来するが,積雪すると見られなくなる．
ノスリやツグミは積雪しても留まっている．牧場周辺の林には，オオタカ・クロツグミ・ヤイロチョウな
ども記録されている．以上のように，俵原牧場はオオジシギやホオアカのような県内では希少な種が繁殖
しているので．現在の環境を維持していくことが重要である．

西八幡原の鳥類相

西八幡原の水田地帯は，周囲を山に囲まれ，中央に柴木川の支流が流れている．多くの冬鳥が渡来し，
11月になるとハイイロチュウヒ．．チョウゲンボウ・チョウゲンボウ・タゲリ・ツメナガホオジロなどが

各1羽くらい見られるタシギやビンズイは数羽の群れで，ミヤマガラスは数10羽見られる．アトリやカ
シラダカは数10羽から数100羽の群れで現われる．なかでもシラガホオジロは多いときで20羽以上，通常，

10数羽の群れで見られ，これほどまとまった数が毎年渡来する事が知られているのは，国内ではここと神
奈川県の箱根くらいである．これらの冬鳥は，おそらく大陸から朝鮮半島経由で渡来すると思われ，アト
リやカシラダカなどの大群もしばらくすると10数羽の群れで生活するようになる．さらに1月になり積雪

するようになると，これらの冬鳥は見られなくなる．
3月下旬に雪が解けると再び現われ，アトリやカシラダカは数100羽の群れにもどり，それらを追うハ

イタカ．．チョウゲンボウ・チョウゲンボウなどが見られる．ミヤマガラスも20～40羽の群れで現われ，
希にコクマルガラスが数羽混じることがある．シラガホオジロも夏羽になりさえずっているものもいる．
以上のように西八幡原の水田は，冬鳥の渡りの中継地としての役割を果たしている．

芸北町の鳥類目録と生息状況

これまでの筆者らの調査結果と，日本野鳥の会広島県支部会員の情報をもとに，芸北町の鳥類目録を作
成した．種名及び配列は日本鳥学会（1974）によった．その数は，15目41科149種に達する．また，生息
状況についても記録し，図版3～12に生態写真を示した．

カイツブリ目 Podicipediformes
カイツブリ科 Podicipitidae
カイツブリ Podicei)s "Wcoj"s
冬鳥として聖湖・尾崎沼などに少数のものが渡来する．1993年1月1日に聖湖で1羽，尾崎沼で1993年

11月1日に2羽,11月8日に1羽観察した．数年前，尾崎沼で雛を連れた番いを観察している．
カンムリカイツブリ P. c " s如如s

冬鳥として希に見られる．1995年11月13日に聖湖で1羽が山田一太氏により確認された．
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コウノトリ目 Ciconiifor mes

サギ科 Ardeidae

ゴイサギ Nyc"com" "c"cO7m:

町内の用水池のそばの灌木などをね〈､らとし，夜間，養魚池などにやってきて魚を捕らえる．1995年8
月21日に才乙川で幼鳥1羽を観察した．
コサギ Eg""αg"認"α

かっては，町内では希に見られる程度であったが，近年では河川近くの水田などで春から秋にかけて観
察される．1992年8月14日に尾崎沼で1羽，1995年8月27日に西八幡原で2羽観察した．
ダイ サ ギ E . " "

町内では夏に水田で希に見られる．1994年8月1日に千町原の水田で1羽，1995年8月27日に西八I旙原
の水田で2羽観察した．

アオサギ A 1ti" c"g”α

かっては，町内では見られなかったが，近年では尾崎沼や町内の各河川や水田などで一年を通して観察
される．1992年6月28日に尾I11奇沼で3羽, 1995年1日1日に雲耕で1羽, 1995年8月27日に長者原の柴木
川で4羽観察した．

ガンカモ目Anse r i f o rmes

ガンカモ科 Anati dae

オシドリ A " " I 9 " " "α ”

河川や尾崎沼・聖湖などに冬鳥として渡来し越冬するが，少数のものは夏も残る．1993年に，千町原の
山荘に掛けられた巣箱で繁殖を確認した．

マガモ A "s i)I”γhy"c"os
河川や尾崎沼・聖湖・王泊ダムなどに冬鳥として渡来し越冬する．1991年11月17日に尾崎沼で約300羽

の群れを観察した．

カ ルガ モ A 加 " " 0 ' " ' I " "
町内ではあまり見かけないが，1991年11月17日に尾崎沼で雌雄2羽を観察した．渡りの途中のものと思

われる1995年8月21日に尾崎沼で1羽を観察した．
コ ガ モ A . c 7 " "

滝の平牧場の池に冬鳥として渡来する．1993年3月25日に30羽以上の群れを，同11月14日に20羽以上の
群れを観察した．

トモエガモ A. /b771zos(z
町内では希で，1991年11月17日に尾崎沼で雄8羽，雌1羽を観察した．

オナガガモA . a c z " a

町内では希で，1991年11月17日に尾崎沼で雌雄2羽を，1993年3月25日に同所で2羽観察した．
ヒドリガモ A. '91昭jOj)e
町内では希で, 1993年11月1日に尾崎沼で雌1羽を観察した．

ハシビロガモ A . c l " " "
町内では希で､1991年11月3日に尾崎沼で雄1羽を観察した．
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カワアイサME7津js7w7‘gIz”“γ
聖湖に冬鳥として渡来する．1992年1月3日に雄5羽，1993年1月1日に雄4羽，雌4羽，1994年1月

1日に雄3羽、1995年1月1日に雄1羽を観察した．

ワシタカ目 Falconifor 'nes

ワシタカ科 Accipitridae
ミサゴRz1O( I i o〃ﾉ” " “畑s

県内では海岸部に生息し，魚類を餌としているが，希に内陸部に飛来する1993年9月5日に長者原で
1羽観察した．
ハチクマ凡771is ""07'Ms

夏烏として渡来し，繁殖していると思われるが，今回の調査では繁殖は確認できなかった．1991年9月
16日に臥竜山で16羽の渡りの群れを観察した．また，1995年7月24日に俵原牧場で1羽，同年8月27日に
長者原で1羽観察した．
トビ Mij加崎加噌7m0s
町内全域に留鳥として普通に見られ，特に牧場に多い．1992年1月2日に苅屋形で約40羽を観察した．

また，1995年5月に滝の平牧場で繁殖を確認した．
オオタカ A"妙""・gE71""s
留鳥として町内の林に見られるが，数は多くない1992年11月1日に滝の平牧場で1羽，1994年9月に

俵原牧場で3羽，1995年7月9日に臥竜山で1羽観察した．
ツ ミ A g l " " ' i s

留鳥として林や，ブナ林，牧場などに見られる．1991年5月に掛頭山山麓で吉見良一氏により繁殖力雅
認された．
ハイタカ A . 7"s"s

冬鳥としてブナ林や林に見られるが，数は多くない．1992年11月15日に滝の平牧場で1羽、1995年4月1
日に西八幡原で1羽観察した
ノスリB恥彪o b" "0

冬鳥として，滝の平牧場，西八幡原，俵原牧場，枕牧場，千町原などの開けた所に渡来し越冬する．
1992年1月2日に枕牧場で2羽確認した．
サシバ B祁如sj0"'伽伽c側s

夏烏として，町内の農耕地の近くの林に渡来し繁殖する．1993年6月に大利原のアカマツ林で繁殖を確
認した．4月初旬に渡来し9月まで見られる．主としてヘビを捕食する．
クマタカ Sﾒ)jz"tes """ewsis
留鳥として臥竜山や阿佐山などに見られる．かつては民家近くの松林などでも見られたが，餌となるノ

ウサギの減少や植林地の増大などで個体数が減少している．ノウサギの他にヘビや小鳥を餌とする．1995
年8月27日に空城で1羽，同年11月22日に滝の平牧場で1羽観察した．
ハイイロチュウヒ c"℃肌S Cy"1 2 Ms
冬鳥として農耕地に希にみられる．1993年11月22日に西八幡原で1羽，1995年10月28日から11月21日に

かけて滝の平牧場で雄1羽を観察した．
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ハヤブサ科 Falconidae

．チョウゲンボウRz I c o c o " " " " " " s

冬鳥として農耕地に希に見られる．1992年11月1日に西八I幡原で雄1羽，1995年4月1日に同所で雄1羽，
1995年11月2日に滝の平牧場で雌1羽を観察した．
チョウゲンボウF ､ j 加椰 z " c " " S

冬鳥として農耕地に希に見られる。1994年10月に西八I幡原で1羽，1995年4月1日に西八幡原で1羽を観
察した．

キジ目 Gal l i formes

キジ科 Phasianidae
コジュケイ Ba柳I)"sico1α〃ZO7tzcic(z

牧場などで希にその声を聞くことがある．1995年5月28日に俵原牧場で確認した．県内の沿岸部では少
なくないが，町内では狩猟用に放鳥されても積雪のため越冬できないので，繁殖もできず数が少ないので
はないかと考えられる．

ヤマドリ Phasi(z7"s soe"""""""j

ブナ林や林に留鳥として一年を通して観察されるが，個体数は多くない．1995年6月11日に臥竜山で雄1
羽を観察した．
キジ P. coJcIzjc"s

留鳥として町内全域の農耕地，牧場，疎林などに見られる．1993年6月20日に千町原で巣卵を確認した．
1995年8月21日に俵原牧場で雄1羽を観察した．

ツル目 G r u i f o r l l l e s

クイナ科 Rallidae

ヒクイナ Po7z"" /Ws"
かつては，町内の水田に夏鳥として渡来し繁殖していたが，近年見られなくなった．数年前に俵原牧場

で雛を観察した．1991年6月に尾崎沼で河津 功氏により雛が観察され，1992年6月20日に声力轆認され
た．

チドリ目 Charadriiformes
チドリ科 Charadriidae
コチドリ CIz(wIz( i " "s d"b"s

希な旅烏として水田で見られる．1995年4月8日に西八l幡原の水田で1羽が河津功氏により確認された
タゲリ VIz70 2"郡s1ﾉ"f’9"秘s

冬鳥として少数のものが渡来する．西八幡原で1991年11月4日に1羽，1992年11月1日に2羽観察した
シギ科 Scolopacid ae
クサシギ T7伽g(z ocIz?""s
聖湖などに少数のものが秋に見られる．
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イソシギ T.畑ゅ0jg"cos
少数のものが，河川などの水辺に更に見られる．1995年8月27日に長者原の柴木川で1羽観察した．

ヤマシギ ScoIQ'" "Ls"co"
冬鳥として少数のものが山間部の湿地などに渡来する．1994年11月23日に深山で1羽観察した．

タシギ Gα"""go gn"伽ago
冬鳥として少数のものが湿地や水田で見られる．尾崎沼で1991年11月3日に2羽，1992年11月15日に1

羽，1993年1月1日に1羽観察した．また，1995年4月8日に西八幡原で3羽を観察した．
オオジシギ G〃 “ 血 " j c M

夏鳥として俵原牧場に少数のものが渡来し，繁殖する．県内で確実に繁殖しているのはここだけなので
貴重である．1993年6月9日に俵原牧場で2羽の雛を確認した．
アオシギG s o ﾉ " α "α

冬鳥として俵原牧場や千町原などに少数のものが渡来する.1992年11月24日に千町原で1羽を観察した．

ハト目 Columbiformes

ハト科 Colu mbidae

キジバト S"""e"α0"2 11如"s
留鳥として町内の農耕地・牧場・林などに普通に見られ，繁殖している．町内のものは県内の沿岸部の

ものに比べ警戒心が強い

アオバト sｶﾉze702""s sie加脇沈
夏鳥としてブナ林に渡来し，繁殖する．臥竜山では5月頃，ブナの新芽を採食する数10羽の群れが見ら

れ，1992年5月5日に10羽の群れを観察した．1992年6月21日と1995年5月28日に臥竜山で繁殖を確認し
た．巣は，1992年のものはトチノキの，1995年のものはミズナラの地上15m以上の高所に造られていた．

ホトトギス目 Cucu l i formes

ホトトギス科 Cuculidae

ジュウイチCI" " "sん即那
夏鳥として臥竜山や天狗石山などに渡来し繁殖する．1992年6月28日に天狗石山でオオルリの巣に雌が

托卵する現場を観察した．
セグロカッコウ C . " " c 7 " " " j s

春の渡りの時期に少数のものが天狗石山や臥竜山で見られる．1995年6月10日から21日にかけて臥竜山
で雄1羽を観察した．
カ ッコ ウ C . c " " " L s

千町原・俵原牧場・臥竜山・天狗石山などの開けた場所に夏烏として渡来し繁殖する．1993年7月26日
に俵原牧場でオオヨシキリに育雛されている巣内雛を確認した．
ツツドリ C s α " " ､ 伽 s

夏烏として臥竜山，天狗石山などに渡来し繁殖する．1994年8月26日に臥竜山でウグイスに育雛されて
いる巣立ち雛を観察した．

- 3 0 1 -



ホトトギス C. po"oc""j"s

夏鳥として町内の森林に渡来し，繁殖する．1995年7月8日に千町原でウグイスの巣に托卵されている1
卵を確認した．

フクロウ目 StrigifO rlnes
フクロウ科 Strigidae
コミミズク As" """抑e〃s
年により冬鳥として千町原，俵原牧場などに渡来する．1991年11月3日に千町原で1羽，11月16日に俵

原牧場で1羽観察した

コノハズク O"s sc"s
夏烏として少数のものが臥竜山や天狗石山に渡来する．1993年5月16日に天狗石山で声を確認した．同

9月12日に臥竜山で山本純子氏により声力轆認された．
オオコノハズクOba ﾙ ﾙ " " “ "α

夏鳥として少数のものが渡来する．1992年6月6日に臥竜山山麓で本正修一氏により声力轆認された．
フクロウSt " " 1 " I z j g 7 1 s i s

留鳥として町内の民家近くの林に見られる．1960年代に荒神で繁殖を確認したが，今回の調査では確認
できなかった．1992年6月13日に俵原牧場で1羽，1995年2月4日に橋山で1羽観察した．

ヨタカ目

ヨタカ科 Caprimulgidae
ﾖﾀｶ C" " " " j噌砂js伽伽"↓s
夏鳥として農耕地や牧場周辺の林に渡来する

10日に滝の平牧場で3羽観察した．

C aprimulgifo rmes

1993年5月8日に俵原牧場の道路上で2羽，1995年6月

アマツバメ目 Apodiformes
アマツバメ科 Apodidae
ハリ オ ア マ ツバ メ C 〃 “ 如 畑 “ 郷 “ “ “

春と秋の渡りの時期に少数のものが見られる．臥竜山で，1991年6月8日に1羽，同年7月7日に2羽，
同年10月6日に3羽，1992年5月25日に1羽観察した．1993年10月17日に俵原牧場で10数羽の群れを観察
した．

アマツバメ AI ) "s l " " "Js

春の渡りの時期に少数のものが見られる．1992年5月31日に臥竜山で1羽観察した．

ブッポウソウ目 Coraciifor m es

カワセミ科 Alcedinidae

ヤマセミ Cef@yle l"gz心γjs

留鳥として町内の各河川に見られる．1994年6月に才乙で繁殖を確認した
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アカショウビン H"qyo" cO7℃加α“α

夏鳥として川のそばの広葉樹林やブナ林に渡来し繁殖する．1994年6月に臥竜山で2番いの繁殖を確認
した．

ヤマショウビン 〃 . " " "

農耕地に希に渡来する．1994年5月22日に西八幡原で1羽が西本悟郎氏により確認された．
カ ワ セ ミ A ﾉ c e d o α " 畑 s

留鳥として町内の各河川に見られる．1994年6月に俵原牧場で繁殖を確認した．
ブッポウソウ科 Coraciid ae

ブッポウソウ ET":ysto"1"s o""z如"s
夏鳥として町内に局地的に渡来し繁殖する．1993年6月に吉見坂と大利原の2か所で繁殖を確認した．

また，1995年7月にも吉見坂で繁殖を確認した．同年7月24日に吉見坂の巣の近くで警戒して飛んでいる
6羽の成鳥を観察した．

ヤツガシラ科 Upupidae

ヤツガシラ卯”αe伽 ' s
農耕地に希にみられる．1989年4月2日に東八幡原で1羽が小島規嗣氏により，1995年4月12日に南門

原で1羽が足利和英氏により確認された．

キツツキ目 Picifor mes

キツツキ科 Picidae

アリスイ 〃砥”叩" "α
秋の渡りの時期に希にみられる．1993年10月3日に俵原牧場で1羽力填識調査で確認され，1995年9月

25日に同所で1羽が杉島洋氏により確認された．
アオゲラ PicMs """27tz

留鳥として町内の林に広く見られる．1995年6月に臥竜山で2番いの繁殖を確認した．生木に穴を掘り営
巣する．
アカケラ D211d7℃cQj)0s加吻07′

留鳥として町内の林に広く見られるが,ブナ林に多い.1994年6月に臥竜山で3番いの繁殖を確認した．
枯れ木に穴を掘り営巣する．
オオアカゲラ D. jg"cotos

留鳥として臥竜山などのブナ林に見られるが，アカゲラよりは個体数が少ない．1992年1月1日に臥竜
山で雄1羽を観察した．
コゲラD . h i z 肌脂 j

留鳥として町内の林に普通に見られる．1960年代に荒神で繁殖を確認したが，今回の調査では繁殖は確
認できなかった．
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スズメ目 Passe riformes

ヤイロチョウ科 Pittid ae

ヤイロチョウ Pj"α61“伽"、
春と秋の渡りの時期に見られる. 1992年6月14日に俵原牧場で, 1993年6月9日に掛頭山山麓で声を確

認した．1993年9月5日に臥竜山で1羽が，日比野政彦氏により標識調査で確認された．
ヒバリ科 Alaudidae
ヒバリ A I(z'"(i(Jαγ"e"s1s

夏鳥として俵原牧場や千町原などのひらけた場所に渡来し繁殖する．1993年6月に俵原牧場で2番いの
繁殖を確認した．

ツバメ科 Hirundinidae
ツバメ脇γﾙ ﾙ " ( j o " j s " c ( z

夏鳥として渡来し，民家に営巣し繁殖する．1995年6月に荒神の民家の納屋で繁殖を確認した．
コ シ ア カ ツバ メ " . d " " "

秋の渡りの時期に少数のものが見られる．1960年代に大仙原で繁殖を確認したが，今回の調査では確認
できなかった．近隣の加計町と戸河内町には繁殖コロニーがあり，筒賀村でも少数のものが繁殖している．
イワツバメ De"c加伽“γ6ic"

夏鳥として渡来し繁殖する．近年，繁殖個体数が増加している．臥竜山の上空を群れで飛ぶのが見られ
る．聖湖，東八幡原，苅屋形などの橋に繁殖コロニーがある．
セキレイ科 Motacillid ae
キセキレイ M ) " " "α c伽 " “

夏鳥として渡来し，牧場や民家の周辺で繁殖する．1994年6月に八幡洞門内で繁殖を確認した．
セグロセキレイM. g7"1dis

留鳥として民家の周辺で普通に繁殖する．1960年代に荒神で繁殖を確認したが，今回の調査では繁殖を
確認できなかった．

ビンズイ Aﾉ"伽s Izodgso"i

冬鳥として農耕地や林に渡来する．1994年11月3日に西八幡原の水田で観察した．2～3羽の群れで見
られる．

タヒバリ A. Sj>jl'012"α

冬鳥として農耕地に渡来し，10数羽の群れで見られる．1991年11月3日と1994年11月3日に西八幡原の
水田で10数羽を観察した
サンショウクイ科 Campephagidae
サンショウクイ此流c7りco"s d " " ' j c ( z "s

1960年代は町内でも繁殖していたが，近年は春秋の渡りの時期に観察されるのみである．1991年8月11
日に臥竜山で声を確認した．また，1995年7月9日に臥竜山で2羽が河津功氏により確認された．
ヒヨドリ科 Pyc no notidae

ヒヨドリ 脇”ﾒ)gj･es """"り"s
留鳥として臥竜山などのブナ林から民家の周辺まで普通に見られ，繁殖している．本来，暖地系の鳥で

あるがしだいに分布を広げている．1992年1月1日に臥竜山で，積雪のなかでヤドリギの実を採食してい
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る群れを観察した．また，1995年8月3日に掛頭山で繁殖を確認した．
モズ科 Laniid ae

モズ L""s 62""ﾙα伽s
留鳥として牧場や草原，潅木林などに普通に見られ，繁殖している．1994年6月に千町原で5番いの繁

殖を確認した．夏には臥竜山山頂でも見られる．
アヵモズ L. c"s " "s

秋の渡りの時期に少数の個体が通過する．1988年8月21日に千町原で1羽が井原庸氏により確認され
た．

チゴモズ L."g7伽"s
春の移動の時期に少数の個体が通過する．1993年6月20日に俵原牧場で雄1羽を観察した．

オォモズ L. "c" 6"07'

冬鳥として牧場などに希に渡来する．1995年11月21日に滝の平牧場で1羽が山田一太氏により確認され
た．

レンジャク科 Bombycillid ae

ヒレンジャク BO7" hy""αj"0ﾉ"cq
冬鳥として広葉樹林に渡来し，ヤドリギの実を好んで採食する．1994年11月21日に深山で100羽以上の

群れを観察した．年により渡来しないこともある．キレンジャクB g"'7'"IMsは今回の調査では確認でき
なかった．

カワガラス科 Cinclidae
カワガラスαれc I z j s " " α ”

留鳥として町内の各河川に見られ，繁殖している．1960年代に奥中原で繁殖を確認したが，今回の調査
では繁殖は確認できなかった．1992年1月2日に奥中原の滝山川で3羽観察した
ミソサザイ科 Troglodyti dae
ミソサザイ T7りglo(jytes "glodyjgs
臥竜山などのブナ林で繁殖し，冬季には民家の周辺で越冬する．クモなどの餌をもとめて家屋内に侵入

することもある．近年，臥竜山で繁殖する個体が増加している．1991年6月16日に臥竜山で3雛のいる巣
を確認した．
イワヒバリ科 Prunellidae
カヤクグリ P" " 2 "α”ぬid(z

冬鳥として少数のものが低木林に渡来する．深山で1994年11月14日に1羽，23日に2羽を標識調査で確
認した．
ヒタキ科 Mu scic apidae
ノゴマ E"thaC"S Cα"iOj)2
秋の移動の時期にヨシ原や灌木林を通過する．1993年10月17日に俵原牧場で雄1羽を，1994年10月16日

に同所で雌1羽を，同年10月24日に滝の平牧場で雄3羽を標識調査で確認した．
コマドリ E.α加伽増e
吉和冠山で1992年6月に東常哲也氏により繁殖が確認されたが，町内には冠山系に見られる様な渓谷が

ないので，繁殖していない様である．春と秋の移動の時期に少数のものが林を移動してゆく．1991年4月
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16日に臥竜山で雄1羽が河津功氏により確認された．1995年11月13日に尾崎沼で1羽が杉島洋氏によ
り確認された．

コルリ E. Cjifz712

夏烏として臥竜山・天狗石山・阿佐山などの海抜1,000m以上のブナ林に渡来し繁殖する．臥竜山では
近年，繁殖するようになった．臥竜山において，1993年7月4日に3雛の巣を，1994年6月29日に3雛の
巣を, 1995年7月12日に4雛の巣を確認した.8月下旬には多くの個体が臥竜山を通過するが，幼鳥が多
い．

ルリビタキ T""gE 7' Cy""↓γ"s
県内では沿岸部に多くの個体が冬鳥として渡来し，越冬するが，町内では少数のもの力淋に渡来する．

積雪するとわずかの個体が残り，暖地に移動する．深山において，1994年11月14日，21日，23日の3日間
で15羽を標識調査で確認し，この時期に町内を移動する個体が多い．1995年7月24日と26日に臥竜山山頂
でさえずりが河津功氏により確認された．
ジョウビタキ P伽e”c"7呪s“"りγe"s

冬鳥として牧場や民家の近くに渡来し越冬する．積雪しても留まる個体が多い．1994年10月31日に滝の
平牧場で雄1羽を標識調査で確認した．1994年4月1日に同所で雄3羽の群れを観察した．また，1995年
5月15日に荒神でさえずっている雄1羽を観察した．
ノビタキ Stz"cojatO79"(z"

秋の渡りの時期に水田や牧場などに多くの個体が見られる．俵原牧場において1993年11月17日に13羽，
25日に4羽を標識調査で確認した．1989年6月に俵原牧場で繁殖したが，その後は繁殖していない．また，
1995年4月22日に西八幡原の川岸で夏羽の雄3羽と雌2羽を観察した．
マミジロ乃仰m4s sibi"cMs

夏鳥として臥竜山や阿佐山に渡来する．繁殖期を通じて観察されるので繁殖していると思われるが，今
回の調査では確認できなかった．1993年5月17日に阿佐山でさえずりを，1994年6月26日に臥竜山で雄1
羽を観察した．
トラツグミ T. d " " " ( z

町内では夏鳥として，ブナ林や広葉樹林に渡来し繁殖する．掛頭山山麓には個体数が多い．1993年9月
12日に臥竜山で巣立ち雛とそれに給餌している成鳥を観察した．県内の沿岸部で越冬する個体がいる．
アカハラT、cIz7:ysoJ(z"s

春の移動の時期に少数のものが林を通過する．1991年5月4日に臥竜山で1羽が杉島洋氏により確認さ
れた．

ク ロ ツ グ ミ T . c " " s

夏烏としてブナ林や広葉樹林に渡来し，繁殖する．4月初旬に渡来し9月初旬に渡去する．臥竜山にお
いて，1994年に4番い，1995年に3番いの繁殖を確認した．雛が孵化するとカケスに捕食される事が多い
シロハラT. ′α"〃zzs

県内の沿岸部に多くの個体が冬鳥として渡来し，越冬する．臥竜山において1991年8月14日に国内で初
めて巣を発見した．その後1993年6月6日と1994年8月15日に臥竜山で巣を発見した．1994年11月14日に
深山で1羽を標識調査で確認した．町内ではこの時期に大陸からの移動個体が見られるが，積雪期には全
く見られない．
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マミチャジナイ T. 06sc" "Ls

秋の移動の時期に少数のものがツグミの群れに混じり，林を通過する1995年11月13日に臥竜山で,20
羽のツグミの群れの中に3～4羽が杉島洋氏により確認された．
ツ グ ミ T " " " " α " 7 伽

冬鳥として農耕地や牧場などに渡来し越冬する．積雪しても留まるものが多い．1993年11月14日に西八
l幡原で約30羽の群れを観察した．また，1992年11月15日に尾崎沼で亜種のハチジョウツグミ T.

"“""α,仰拠れ"‘""ｼ"”を1羽観察した．

ヤブサメ Cgt"αs9""柳例c“s
夏鳥として広葉樹林に渡来し，繁殖する．臥竜山では山麓部に多い．1992年5月17日に臥竜山で巣卵を

確認した．8月下旬の渡りの時期には多くの個体が臥竜山を通過する．
ウグイス C. " "0"e
留鳥として町内全域の林に普通に見られ，繁殖している．臥竜山では山頂まで見られる．積雪すると暖

地に移動するためか，個体数が減少する．1993年6月に掛頭山山麓で巣と雛を確認した．1995年7月8日
に千町原でホトトギスに托卵された巣を確認した．
シマセンニュウ Lo cMs彫 "αoc I z o t e " s i s

秋の移動の時期にヨシ原を通過してゆく．俵原牧場において1994年9月24日に4羽、10月3日に3羽を
標識調査で確認した．ヨシ原の中を潜行するので確認力灘しい、
コヨシキリ A c7D"伽α〃s I)jst"giceps
秋の移動の時期にヨシ原を通過してゆく．俵原牧場において1991年10月22日に2羽，1994年10月16日に

2羽を標識調査で確認した．
オオヨシキリ Aαγﾙ " fd " " " " s

夏鳥として俵原牧場のヨシ原に渡来し繁殖する．俵原牧場では多くの個体が繁殖し，1993年に3巣，
1994年に3巣1995年に4巣を確認した．そのうち2巣でカッコウの托卵を確認した．
メボソムシクイ P""0scOb"s bol" "s
春と秋の渡りの時期に林を移動していく．1991年6月1日に臥竜山で1羽が標識調査で確認されたが，

これは亜種のコメボソムシクイ P伽7℃α"sI)0花α"Sであった. 1994年10月24日に滝の平牧場で捕獲した2
羽はメボソムシクイ P. 607ea"s ""t"lo"iy"であった．
センダイムシクイ P､0“秒"α"s
夏鳥として広葉樹林に渡来するが数は少ない．1994年5月から6月にかけて深山で杉島洋氏により観

察されたが，繁殖は確認されていないまた，1995年7月29日に臥竜山で河津功氏により確認された．
キクイタダキ Rggl"郡s7℃90"郡s
冬鳥として針葉樹のある林に渡来し越冬するが，年によっては渡来しないこともある．1994年10月24日

に滝の平牧場で雌1羽を，標識調査で確認した．積雪しても留まり，カラ類と混群をつくる．
セッカas"coZ(z j7"'cidis
夏鳥として千町原や俵原牧場などに渡来し繁殖する．かつては水田地帯に広く見られたが，近年少なく

なった．1993年8月に俵原牧場で巣と雛を確認した．
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キビタキ F i " d " " 11 " " s s伽α

夏烏として広葉樹林に渡来し繁殖するが，近年その数が少なくなった．臥竜山では比較的多く繁殖し，
1994年6月と1995年6月11日に巣と雛を確認した．8月下旬には多くの個体が臥竜山を通過するが，幼鳥
が多い．

ムギマキ F. 77""加α〃j

春と秋の渡りの時期に通過していく．1992年11月2日に千町原で雄2羽，雌1羽を観察した．1993年5
月11日に臥竜山で雄1羽が日比野政彦氏により，標識調査で確認された．

オオルリ C y " " t "αq y " " " " J " "
夏鳥として渓流のそばの広葉樹林やブナ林に渡来し繁殖する，ヒタキ類のなかでは個体数が多い．1992

年6月28日に天狗石山でジュウイチに托卵された巣を確認した．1994年6月に臥竜山で2巣を確認した．

8月下旬には多くの個体が臥竜山を通過するが，幼鳥が多い．
コサメビタキ MWscjc"(z Iα"7℃s t"s
夏鳥として広葉樹林に渡来し繁殖する．1960年代は町内のいたるところで繁殖していたが，近年減少し

た．臥竜山ではよく見られ，1994年6月に巣と雛を確認した．
サメビタキM.s鋤〃j〃α

秋の渡りの時期に通過していく．1994年10月3日に八幡洞門のそばのカラマツの梢で採食している3羽
を観察した．

エゾビタキ〃 . g " s " s " c "

秋の渡りの時期に見られる．1994年10月9日に深山で山本純子氏により確認された．県内の沿岸部では
よく見られる．

サンコウチョウ ”ゆs"/zo" "Dc"J " tq

夏鳥として広葉樹林に渡来する．1960年代は町内に広く見られ，繁殖していたが，近年，著しく減少し
た．今回の調査では繁殖を確認できなかった．1992年6月14日に土橋で1羽，1994年6月11日に掛頭山山
麓で1羽，1995年6月10日に臥竜山で1羽を観察した．
エナガ科 Aegithalid ae
エナガ Aegi"z(zIos c"""s

留鳥として町内全域の林に見られ，繁殖しているブナ林にも見られるが，民家近くの二次林に多い．
10羽前後の群れで生活し，積雪しても留まりカラ類と混群をつくる．県内の沿岸部のものは2月下旬から
巣造りを開始するが，ブナ林のものは4月頃から開始する．
シジュウカラ科 Paridae
コガラ R z γ " s 加 0 " ” 祁 那 s

留鳥として町内全域の林に見られ，繁殖している．カラ類のなかでは個体数が少なく，夏はブナ林に多
い.積雪すると民家近くの林に漂行し,他のカラ類と混群をつくる今回の調査では繁殖を確認できなかっ
た．

ヒ ガ ラ P . " 2 7 '

留鳥としてやや高い山に見られ，臥竜山には個体数が多い 積雪すると民家近くの林に漂行し，他のカ
ラ類と混群をつくる．臥竜山では高密度に繁殖し，1994年6月と1995年7月に育雛している巣を確認した．
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ヤ マ ガ ラ P . ' " α " " s

留鳥として町内全域の林に見られ，繁殖している．民家近くの林ではシジュウカラよりも，よく巣箱を
利用する．臥竜山では個体数は少ないが繁殖しており，1992年5月にミズナラの樹洞で繁殖しているのを
確認した．
シジュウカラ P. 712"07'
留鳥として町内全域の林に見られ，繁殖している．カラ類のなかでは個体数が多い．冬季にはヤマガラ

よりもよく巣箱をねぐらとして利用する．臥竜山にも多く，ブナなどの樹洞を利用して繁殖している．
ゴジュウカラ科 Sittidae

ゴジュゥカラ s " tα “ " ” “α
留鳥として臥竜山や天狗石山などのブナ林に多く見られ,繁殖している．積雪してもブナ林に留まるが，

やや低地に漂行するものもいる．1994年5月と1995年5月に臥竜山でアカゲラの古巣を利用して繁殖して
いるのを確認した．

キバシリ科 Certhiidae

キバシリ αγt" jα〃""""s
臥竜山で希に観察されていたが，近年はほとんど見られなくなった1990年10月に臥竜山で金井塚 務

氏により1羽力轆認されて以来，観察記録がない．
メジロ科 Zosteropid ae
メジロ Z 0 s " " s j " 0 " "

県内では留鳥として沿岸部に多く見られるが，町内では個体数が少ない．1994年はよく見られ，6月に
臥竜山で繁殖を確認した．また，1994年8月下旬から9月上旬に臥竜山でウワミズザクラの実を採食する
数10羽の群れを観察した．
ホオジロ科 Emberizid ae
シラガホオジロ E772 6"jz(z IgMcocc"(zI(z

冬鳥として西八幡原の水田に毎年10数羽の群れが渡来する．まとまった数が毎年渡来することが知られ
ているのは，県内ではここだけである．11月初旬に渡来し，積雪すると他へ移動する．雪が消えると再び
現れ，4月上旬に渡去する．1991年12月22日に27羽，1992年11月15日に12羽，1993年11月22日に23羽の群
れを観察した．
ホオジロE. c io ides

留鳥として町内の山ぎわの農耕地，牧場，造林地などの開けた林などに普通に見られ，繁殖している．
臥竜山の山頂部にも見られる．様々な環境で繁殖し，1993年6月9日に俵原牧場の牧草の中に，1994年6
月に臥竜山の林道わきの灌木に巣を確認した．積雪しても少数の個体は留まる．
ホオアカ E. ji"α如
夏鳥として少数のものが千町原と俵原牧場に渡来し繁殖する．千町原ではここ数年確認されていない．

俵原牧場では毎年1～2番いが繁殖し，1993年7月4日に2卵の巣を，7月25日に別の場所で卵色の異な
る4卵の巣を，1994年6月18日に4雛の巣を確認した．4月下旬に渡来し8月下旬に渡去する．また，
1991年11月4日に西八幡原で1羽観察したが，これは移動中のものであろう
カ シ ラ ダ カ E . " j s " "

冬鳥として山ぎわの農耕地や牧場などに数多く渡来する．10月下旬ころから西八幡原や滝の平牧場に多
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〈の個体が渡来する．おそらく繁殖地のシベリアから朝鮮半島経由で渡来するのであろう．積雪するとし
だいに見られなくなるが，雪解けとともに再び現れる．4月上旬には雄は夏羽になり，群れでコーラスを
する．1995年4月11日に荒神の水田で100羽以上の群れを観察した．

ミヤマホオジロE. eleg"fs
県内では沿岸部に多くの個体が冬鳥として渡来し，越冬する．1993年7月19日に国内で初めて，その巣

を臥竜山で発見した．1994年は臥竜山で5月22日まで，1995年は7月24日までさえずっていたが，繁殖は
確認できなかった．大陸からの移動個体は11月上旬に渡来するが，数は多くない．1994年11月3日に滝の
平牧場で5羽の群れを観察し，同年11月23日に深山で3羽を標識調査で確認した．積雪とともに町内では
見られなくなる．

ノジコ E.s況肋h."tZ "
秋の渡りの時期に少数のものがヨシ原を通過していく．俵原牧場のヨシ原において1991年10月22日に雌

1羽，1993年10月17日に雄3羽，1994年10月16日に雌雄2羽を標識調査で確認した．
アオジE Spo(t ocgj)haIα
県内では沿岸部に多くの個体が冬鳥として渡来し，越冬する．町内には少数のものが低木林や牧場など

に11月初旬に渡来する．1991年11月3日に俵原牧場で雌1羽を標識調査で確認し，1992年11月1日に西八
ll'l番原で観察した．積雪とともに町内では見られなくなる．
ツメナガホオジロ“ﾉ"""s IqW)0"icMs

希な冬鳥として渡来する．1991年11月4日に西八幡原の水田で1羽が吉兼隆氏により確認された
アトリ科 Fringillidae
アトリ F7伽gj"α〃""蛾'" @gi"α
冬鳥として山ぎわの農耕地や牧場などに多数渡来する．10月下旬ころから西八幡原の水田や滝の平牧場

に100羽以上の群れが見られる．1994年10月24日に滝の平牧場で雄3羽，雌2羽を標識調査で確認し，11
月3日に西八幡原で100羽以上の群れを観察した．積雪とともに見られなくなり，雪解けとともに再び現
われる．1995年4月11日に荒神の水田で100羽以上の群れを観察した．
カ ワ ラ ヒ ワ Q z 7 ･ ( i " e " s s " " "

留鳥として農耕地や牧場などに見られ，繁殖している．夏から秋にかけては，数10羽の群れが俵原牧場
や滝の平牧場などで観察される．1960年代に巣を確認したが，今回の調査では確認できなかった．冬は個
体数が減少する また，冬鳥として亜種オオカワラヒワC､si"ca〃"" " IZ鋤αが牧場などに渡来し, 1995
年11月5日に滝の平牧場で雄1羽を標識調査で確認し，数10羽の群れを観察した．
マヒワC.sp加拠s
冬鳥として林に渡来する．年により渡来数に変動があり，1993年秋から1994年春にかけては全くみられ

なかった．1994年秋には多く渡来し，11月23日に深山で雄1羽を標識調査で確認し，数10羽の群れを観察
した．積雪しても留まるものがいる．

ハギマシコ LeO"0s""e (z7℃#0(Z

冬鳥として少数のものが農耕地や山地に渡来する．1991年5月に臥竜山で1羽，1995年1月1日に亀山
の水田で47羽の群れを観察した．
イスカ L" " c "γ""りs"α

希な冬鳥として林に渡来する．数年に1度渡来するのみで, 1991年4月に土橋で小群を観察した．
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ベニマシコU'切欽js s i b i " c " s

冬鳥として少数のものが牧場や草原に渡来する．1991年12月22日に枕牧場で3羽，1993年11月14日に滝
の平牧場で3羽観察し，1994年11月23日に深山で雌雄2羽を標識調査で確認した．積雪とともに見られな
くなる．

オオマシコCt"0""Js 7りs”s

希な冬鳥として林に渡来する．1994年11月28日に深山で杉島 洋氏により雄1羽力轆認され，1995年4
月8日に滝の平牧場入り口のカラマツ林で雌雄2羽を観察した．
ウソ 砂抑伽"α必"伽‘畑

冬鳥として林に渡来し，越冬する．1994年11月23日に深山で雄1羽を標識調査で確認した．この個体は
本州中部で繁殖するウソP. " " " " g "se"g"姉sではな<,北海道などで繁殖する亜種アカウソP.
ﾒlyγ"“α'りsα“αであった．積雪しても留まるものがいる．
イカル EOpﾉ10" '"so"α如

農耕地・林・ブナ林などで観察されるが，積雪期には見られない．春先には数10羽の群れで農耕地に現
れる．1992年4月19日に西八幡原の水田で100羽以の群れを観察した 繁殖期には臥竜山に多く，1993年
7月11日に巣を確認した．巣はブナの地上20mくらいの高所の枝に造られていた．
シメCo"0地1m4s"s cocc0"z7tz"stes

冬鳥として少数のものが農耕地や林に渡来する．1992年11月1日に西八幡原の水田で1羽観察した．春
先にはブナ林に群れで現れ，ブナの新芽を採食する．1994年4月23日に臥竜山で10数羽の群れを観察した．
ハタオリドリ科 Ploceid ae
ニュウナイスズメRzsse7･ """"@s

希な冬鳥として少数のものが渡来する．1987年5月10日に大仙原で雄1羽が佐伯暢彦氏らにより，1992
年10月に枕牧場で雄1羽が杉島洋氏により確認された．
スズメP. 7120""1"s

留鳥として町内の民家周辺に普通に見られ，繁殖している．しかし，民家のない所には全く見られない．
積雪すると，餌を求めて納屋に侵入することもある．農作物に害をあたえる事もあるが，繁殖期には多く
の害虫を捕らえる．
ムクドリ科 Sturn idae

コムクドリ S"γﾉ"jSp""jppe"sis
希に牧場などに現れる．1987年5月31日に俵原牧場で雄1羽が泉剛氏により観察された．

ムクドリS. ci7127tz""s

県内では沿岸部に留鳥として多く見られるが，町内では希である．1994年11月3日に西八幡原の水田で
7羽を観察した．これらの個体は一時的に立ち寄ったもので，その後観察されなかった．
コウライウグイス科 Oriolidae
コウライウグイス O流0"↓s c Iz " "s is

秋の渡りの時期に少数のもの力淋を通過する．1995年9月10日に臥竜山で1羽が河津 功氏により確認
された．

- 3 1 1 -



カラス科 Corvidae

カケス Gαγ仰刎拠s gltwt"""s
留鳥として町内全域の林に見られ，繁殖している．冬季には民家近くの農耕地に餌を求めてやってくる

が，繁殖期にはやや深い森にいる．臥竜山では多くの個体が繁殖しており，1993年6月9日に巣と雛を確
認した．また，クロツグミ・シロハラ・トラツグミなどの樹上に営巣する鳥の雛を頻繁に捕食する．
ホシガラスM"i/Mga ca秒“α加c"s
希な冬鳥として林に渡来する．1994年3月7日に臥竜山で3羽が杉島洋氏により確認された．

コクマルガラスαγ"〃s〃”" “郡！α

希な冬鳥として農耕地に渡来する．1993年3月22日に西八幡原の水田で，41羽のミヤマガラスの群れの
中に3羽を観察した．

ミヤマガラス c ﾊ ﾙ " " g " s
冬鳥として農耕地に渡来する．1993年3月22日に西八l幡原の水田で41羽の群れを観察した．1994年11月

3日に同所で5羽の群れを，1995年4月11日に荒神で8羽の群れを観察した．11月初旬に渡来するが，積
雪すると見られなくなり，雪解けとともに再び現れる．
ハシボソガラスC . cO↑りれ2

留鳥として農耕地や牧場などの開けたところに普通に見られ，繁殖する．夏から秋にかけて俵原牧場で
は数10羽の群れが見られる．1995年4月16日に西八幡原で抱卵中の巣を確認した．

ハシブトガラス C. """り7紗I"加s
留鳥として民家の周辺から森林まで普通に見られ，繁殖している．臥竜山では山頂付近でも見られる．

秋から冬にかけて，ハシボソガラスとともに集団ねぐらをつくり，大元に数100羽のねぐらが見られる．
近年の開発や生ゴミの増加で個体数が増加しており，他の鳥の卵や雛を捕食するので問題である．

繁殖調査の結果

今回の調査で，町内で50種の繁殖を確認した．その概要を表1に，図版13～18に繁殖状況の写真を示し
た．この他に，ハチクマ・オオタカ・クマタカ・ヤマドリ・ヒクイナ・キジバト・フクロウ・ヨタカ・オ
オアカゲラ・コゲラ・セグロセキレイ・カワガラス・マミジロ・センダイムシクイ・サンコウチョウ・コ

ガラ・カワラヒワの17種を繁殖期に確認しており，繁殖の可能性がある．これらを合わせると，現在，67
種の鳥類が町内で繁殖していると考えられる．

注目すべき種の繁殖

今回の調査で繁殖を確認した50種のうち，シロハラとミヤマホオジロは国内で初めて巣が確認された．
また，コルリは県内で初めて巣が確認された．現在のところ，オオジシギとホオアカは県内では俵原牧場
でしか繁殖していない.アカショウビン・ブッポウソウ・クロツグミは県内でも繁殖個体数が少ない.カッ
コウ・ジュウイチ・ツツドリ・ホトトギスは托卵という特異な繁殖生態をもつ．以上，12種の繁殖状況に
ついて述べる．

オオジシギの繁殖（図版 19）
オオジシギは主として本州北部・北海道・国後島などで繁殖し，オーストラリア東南部・タスマニアな
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表1芸北町で繁殖を確認した種とその概要
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種 名 年 月 日 場 所 概 要

ジュウ イ チ
カッコウ
ッッドリ
ホトトギス
ヤマセミ
ァカショゥビン

カワセミ
ブ ッ ポ ウ ソ ウ

キセキレイ
ヒヨドリ
モ ズ
ミソサザイ
コ ル リ

ヤブサメ
ウグイス

オオヨシキリ
セッカ
キ ビタ キ

ミヤマホオジロ
イカル
スズメ
カケス
ハシボソガラス
ハシブトガラス
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ー
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タ
 
カ
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リ
ビ
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ウ
ウ
 
ロ
 
カ

ル
メ
ガ
ラ
ガ
 
ュ
ュ
ロ
ジ
ア

オ
サ
ナ
ガ
マ
ジ
ジ
ジ
オ
オ

オ
コ
エ
ヒ
ヤ
シ
ゴ
メ
ホ
ホ

1993年6月
1995年5月28日
1991年5月
1993年6月27日
1993年6月20日
1993年6月9日
1992年6月21日
1995年5月28日
1 992年6月28日
1993年7月26日
1994年8月26日
1995年7月8日
1994年6月
1994年5月29日
1994年7月1日
1994年6月
1995年8月
1992年6月
1995年8月21日
1995年6月
1994年6月
1993年6月
1995年6月
1994年6月
同上
同 上
1993年6月
1995年8月3日
1994年6月
1991年6月16日
1993年7月4日
1994年6月29日
1995年7月12日
1989年6月4日
1993年9月12日
1994年6月12日
1991年8月14日
1993年6月9日
1994年8月15日
1992年5月17日
1993年6月
1995年7月8日
1993年7月26日
1993年8月
1994年6月
1995年6月11日
1992年6月28日
1994年6月
1994年5月
1994年6月
1992年5月
1992年6月
1994年5月
1994年6月
1993年6月9日
1993年7月4日
1993年7月25日
1994年6月18日
1993年7月19日
1993年7月11日
1995年7月
1993年6月9日
1995年4月16日
1995年5月

千町原
滝の平牧場
掛頭山
大利原
千町原
俵原牧場
臥竜山
同 上
天狗石山
俵原牧場
臥竜山
千町原
才乙
臥竜山
同上
俵原牧場
吉見坂
南門原
大利原
臥竜山
同上
俵原牧場
荒神
聖 湖
東八幡原
苅屋形
八幡洞門
掛頭山
千町原
臥竜山
同 上
同 上
同 上
俵原牧場
臥竜山
同 上
同 上
同 上
同上
同 上
掛頭山
千 町 原
俵原牧場
同 上
臥竜山
同 上
天狗石山
臥竜山
同 上
臥竜山
同 上
同 上
同 上
同 上
俵原牧場
同 上
同 上
同 上
臥竜山
同 上
大利原
臥竜山
西八幡原
荒 神

山荘の巣箱内で卵を確認
アカマツに営巣し育雛
アカマツに営巣し雛3羽・吉見良一氏確認
アカマツに営巣し育雛
砿の中の巣に7卵
牧草の中に雛2羽
トチノキに営巣し雄が抱卵
ミズナラに営巣し雌が抱卵
オオルリの巣に雌が托卵する現場を観察
オオヨシキリに育雛きれている巣内雛を観察
ウグイスに育雛されている巣立ち雛を観察
ウグイスの巣に托卵
民家のそばの崖に営巣し育雛
ブナの枯れ枝に営巣し育雛
ブナの枯れ木に営巣し育雛
崖に営巣し育雛
電柱に営巣し育雛
電柱に営巣．火事のため失敗
電柱に営巣し1羽で育雛
ミズナラに営巣し育雛
ブナに営巣し育雛
牧草中に営巣し育雛
民家に営巣し育雛
橋の下側に集団で営巣
同上
同 上
l､ンネル内に営巣し育雛
コナラに営巣し4卵
潅木に営巣し育雛
倒木に営巣し3雛
地上に営巣し3雛
同上
地上に営巣し4雛
地上に営巣し3卵
巣立ち雛に成鳥が給餌
トチノキに営巣し育雛，他に6巣確認
ホオノキに営巣し育雛
コハウチワカエデに営巣し育雛
同 上
崖に営巣し4卵
コアジサイに営巣し育雛
ウツギに営巣しホトトギスが托卵
ヨシに営巣しカッコウの雛を育雛，他に9巣確認
牧草に営巣し育雛
ヤマザクラに営巣し育雛
ミズナラに営巣し育雛
木に営巣しジュウイチが托卵，他に臥竜山で4巣確認
ブナに営巣し育雛
巣材運びを観察
樹洞に営巣し育雛
同 上
同 上
アカゲラの古巣に営巣し育雛
トチノキに営巣し抱卵
牧草中に営巣し育雛,他に臥竜山で1巣.千町原で1巣確認
ススキに営巣し2卵
牧草中に営巣し4卵
牧草中に営巣し4雛
ハイイヌガヤに営巣し4雛
ブナに造巣中のものを観察
ブッポウソウの古巣に営巣
ミズナラに営巣し育雛
イヌシデに営巣し抱卵
ア カ マ ツ に 営 巣



どに渡り越冬する．近年その数が減少しているので，環境庁が希少種に指定している少数のものは西日

本でも繁殖することが知られており，県内では千町原と俵原牧場に少数のものが渡来していたが，千町原
には近年渡来せず，俵原牧場が県内における確実な繁殖地となっている．
俵原牧場における本種の生態に関しては飯田（1991）の詳しい観察がある．それによると3月下旬から

4月上旬に渡来するという．雄はズビーヤクとなきながら飛び回り，ザザザ・・・と羽音をたてて急降下
するフライト・ディスプレイをして雌をひきつける（図版 19- D) .このディスプレイは日の出前と日
の入り後に2つのピークがあるというが（飯田1991)，曇りや小雨の日は日中でも頻繁に観察される．
1989年5月29日にふ化後数日の雛1羽力椛認されているが（飯田1991)，今回の調査でも1993年6月

9日にふ化後数日の雛2羽が確認された（図版 19- F).牧場中央部の道路わきに雌がおり，近づくと
偽傷をおこない，雌が飛びたった地点に雛が確認されたその後，その近くで6月16日・20日・22日・25
日と連続して雌雄が連れ立っており，6月18日に交尾を観察した．22日と25日には雄のフライト・ディス
プレイを観察した．これは新たな繁殖行動の開始と見られるがその後の経過は不明である．

飯田（1991）は俵原牧場における本種の繁殖形態としてのレックの可能性について述べているが，俵原
牧場では雄の数が年により1～2羽と少ないことや，前述の様に10日間にわたる雌雄の連れ立ちが観察さ
れるなどの理由でレックとは考えにくい．かつて，富士山の裾野では複数個体によるレック様のディスプ
レイが見られたという（中村登流 私信)．いずれにせよ，鳥類の繁殖形態はその環境により左右されや
すいので，今後の詳しい研究が期待される．俵原牧場では8月下旬には見られなくなる．

ホトトギス類の繁殖（図版 20）

（1）カッコウ

カッコウは夏烏として千町原・俵原牧場・臥竜山の山頂付近・天狗石山の山頂付近などに渡来して繁殖
する．今回の調査では俵原牧場でオオヨシキリヘの托卵を確認した．1993年にオオヨシキリの巣を3巣発
見したが，うち2巣にカッコウの托卵を確認した．7月24日に発見した巣ではカッコウの卵が巣の下に落
ちていたが，これはオオヨシキリが捨てたものであろう．オオヨシキリなどの寄主となる種では，托卵へ
の対抗手段として托卵された卵を捨てるこが知られている（松田・内田1990）（中村 1991)．

7月26日に発見した巣には1羽の孵化後1週間くらいのカッコウの雛がいた（図版 20- B)雌のオ
オシキリ1羽が抱雛や育雛を活発に行なっていたが，7月30日には雛が消失しており，おそらく捕食され
たものと思われる．

1994年に3巣1995年に4巣のオオヨシキリの巣を確認したが，いずれもカッコウがいるにもかかわら
ず托卵していなかった．

（2）ジュウイチ

ジュウイチは臥竜山や天狗石山などに夏鳥として渡来して繁殖する．1992年6月28日に天狗石山でジュ
ウイチによるオオルリの巣への托卵現場を観察した．天狗石山の海抜約900 mの南側斜面で,15時30分に
オオルリの番いに激しく追い払われるジュウイチの雌を観察した．ジュウイチはなかなか立ち去らず，約
30分にわたってこの攻防戦が続いた．その後オオルリの巣の中に，オオルリの卵1個とジュウイチの卵1
個力雅認された．ジュウイチの卵はオオルリの卵よりひとまわり大きく，色もオオルリの卵が白いのに対
して淡青色であった（図版 20-C)  7月5日には巣が放棄され卵がそのまま残されていた．
托卵は寄主にさとられない様に素早く行なわれるのが普通であり（樋口 1991)，今回の例のように長
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時間にわたると，オオルリも警戒して巣を放棄したのであろう．この様に長時間におよんだのはジュウイ

チが若鳥で経験が浅かったか，オオルリの防衛行動が激しかったせいであろう．
（3）ツツドリ

ツツドリは臥竜山・天狗石山・掛頭山などに夏烏として渡来し繁殖する．1994年8月26日に臥竜山の海

抜約1 ,100mの北側斜面でウグイスの雌に育雛されている巣立ち雛を確認した（図版20- F) .育雛は8
月28日まで観察できた．

一般に，本州でウグイスに托卵するのはホトトギスであるが，この雛はホトトギスより明らかに大きく，
ツツドリであった．また，本州でツツドリが普通に托卵するのはセンダイムシクイであるが，臥竜山では
繁殖期にセンダイムシクイがいないので，ウグイスに托卵しているようである．北海道中北部ではツツド
リがウグイスに托卵し，その卵もウグイスと同じ赤色をしているという（樋口1991)．

（4）ホトトギス

ホトトギスは町内の林に夏鳥として渡来し，繁殖する．1995年7月8日に臥竜山山麓の千町原でウグイ
スへの托卵を確認した．巣にはウグイスの卵4個とホトトギスの卵1個があり（図版 20- E),雌が抱
卵していた．7月15日には何ものかにより卵が捕食されていた．
町内の托卵鳥の中ではホトトギスの個体数が1番多いが，これは寄主となるウグイスの個体数が多いた

めであると考えられる．

アカショウビンの繁殖（図版 21）
アカショウビンは県内では少数のものが海抜600 m以上の広葉樹林に夏烏として渡来し,繁殖する．町内

では川のそばの林やブナ林などで見られる．臥竜山には毎年3～4番い渡来し，朽ちた巨木に穴を掘って
繁殖のための巣とする．今回の調査では，臥竜山で2巣を確認した．
第1巣は1994年5月29日に発見した．巣は海抜約950 mの西側斜面にあり，林道から約100m入ったブナ

に巣穴を掘っていた（図版 21- A) .巣穴は地上約12mの枯れ枝にあり，北向きで，直径約7cmの少し
縦長の楕円形をしていた．巣穴掘りは，雄が10秒～5分間掘り，雌は巣穴が見える近くの枝にとまり，時々
巣穴に入るだけであった．また，巣穴掘りの間，雌雄は小さな声でなきかわしていた．巣穴掘りの終了日
は6月2日であった（宮本和夫私信)．6月3日に巣穴の近くで交尾をした（宮本私信)．雌雄は胸の
色の濃淡（雄が濃く，雌が薄い）で判定できた．

6月4日から12日にかけては，雄は時々巣穴近くで確認できたが，雌はほとんど確認できなかった．ま
た，鳴声もほとんど聞かれなかった．6月16日に抱卵のための巣穴への出入りを確認した．抱卵時間は雄
が約3時間，雌が約6時間で雌のほうが長かった．抱卵の交代にきた個体は巣穴近くの枝で小声でなき，
交代の合図をおこなう．また，雌雄の止まる枝もそれぞれ決まっていた．7月5日に親鳥（雌雄不明）が
約30分毎に巣に餌を運んでいた（宮本私信)．

7月6日に巣穴の裏側に直径約10cmの穴があけられ，雛が消失していた．おそらくテンによって捕食さ
れたのであろう．また，この巣穴の上部にも以前にアカショウビンによって利用された巣穴が2個あった
が，いずれの巣も裏側に大きな穴が開けられていた．

第2巣は，1994年7月1日に発見した．巣穴は海抜約1 , 050mの北側斜面の，胸高直径約1,5mのブナの

枯れ木にあった．巣穴は地上約10mの高さで，北西に向き，直径約7cmの縦長の楕円形をしていた（図版
21- B ) .
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7月4日から30日の間，延べ10日間の観察（ビデオカメラによる無人観察と直接観察）から，抱卵の交
代は1日に1～3回あり，雌が7～9時間抱卵することがわかった．また，カワセミやヤマセミでは抱卵
中の雌に対する雄の給餌が頻繁に行なわれるが，アカショウビンでは観察されなかった．7月31日にサン
ショウウオの幼生やアオガエルを巣穴に運んでいるのを観察し，雄のみが1～2時間毎に運んできた（図

版21- D．F) .  8月1日から3日までの観察ではほとんどカエルを運んでいた．餌運びの間隔は1～
3時間で，1日に2～4回であった．

8月4日には，親が巣の近くに来たが，餌を持たず巣穴に入ろうとしなかった．その後3日間観察した
が同様であった．おそらく育雛に失敗したようである．この年は，記録的な渇水で臥竜山でも沢の水がほ
とんど無くなった．このために育雛に必要なサンショウウオの幼生やカエル類が少なくなったのが，育雛
の失敗の原因ではないかと考える．

ブッポウソウの繁殖（図版 22）

ブッポウソウは県内では，海抜200～800 mの山間部に夏鳥として少数のものが渡来し繁殖する．全国的
には東日本よりも西日本に多いが,渡来数も少なく局地的なので,環境庁により希少種に指定されている．
樹洞や木製の電柱に掘られた穴，橋脚の隙間などに営巣する．また，巣箱の利用も報告されている（中村
1991)．町内では3か所で繁殖を確認したが，いずれも木製電柱に掘られた穴で繁殖し，毎年同じ巣穴を
利用している．今回の調査では電柱に巣穴を掘るところは観察できなかったが，電柱には自ら穴を掘るよ
うである（小林 1973)．この時，電柱を突き抜けて穴を掘ることがある（図版 22- C).
第1巣は，海抜550 mの吉見坂にあり，コンクリート製電柱の添え木の木柱にあった．地上約8mの位

置に，西向きに掘られた直径約7 cInの巣穴を利用していた（図版 22- E).この巣では1991年から1 995
年にかけて毎年2～3羽の雛が巣立っている．毎年4月27日から30日にかけて渡来し，営巣場所付近の電
線で観察される．渡来当初は巣の近くを鳴きながら飛び回り，なわばりを主張する．なわばりは巣を中心
として直径約500 mくらいであった.抱卵中は,抱卵していない方の個体が巣の近くの電線で見張っており，
時々，飛びたってはコガネムシ・バッタ・セミなどの飛翔性昆虫を捕らえていた．1992年の8月1日に巣
立ちを観察した.親は餌をいったん巣穴に運ぶが雛に与えず,すぐ巣穴から離れ近くの電線に止まり「ケシ，
ケシ」と鳴き，雛の巣立ちを促した．親が何度もこの行動を繰り返すと，雛が巣穴から飛び出した．一番
最初に巣立った雛は自力で巣立つというよりも，後ろから兄弟に押し出されたように見えた．巣立った雛
は近くの林に移動し,親からの給餌を受けていた.すべての雛が巣立った翌日には,営巣場所付近にはブッ
ポウソウの姿が見られなかった．

第2巣は､海抜約600 mの南門原にあり，これも電柱の添え木用の木柱に営巣していた.巣穴は地上約8m
で，西向きに掘られ，直径約7cmであった．この巣穴では1990年･ 1991年･ 1992年と繁殖した. 1992年の
繁殖期間中に巣穴の近くで火事があり繁殖に失敗した．

第3巣は，海抜約620 mの大利原にあり，町道脇の電話線用の電柱に掘られた穴を利用していた巣穴
は地上約4mで,東向きで直径約7cmであった(図版 22- D)この巣穴では1993年と1995年に繁殖した．
1993年は巣内が掘り下げてなく狭かった．そのためか，成長した雛は1羽のみであった．また，親鳥は抱
卵や育雛の際の巣穴の出入りでかなり羽を傷めていた．1995年は巣内が掘り下げてあり広く，雛は2羽で
あったが（図版 22- F),成鳥が1羽で育雛していた．青雛していたのが8月22日と遅く，片親はすで
に渡去したのかもしれない．9月4日にもまだ雛が巣内におり，おそらく再営巣であろう．
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以上の3カ所の営巣環境の共通点は，巣穴の周囲は比較的開けた空間があり，巣を見張れる適当な止ま
る場所があることである．また，巣に利用される電柱は地上から巣穴までに金具等が全くなく，天敵のへ
ビが容易に登れないものが選ばれていた．電柱の高さは6m以上で，巣穴付近の直径は約20cm以上であっ
た．

国内での本種の生息環境は，低地から山地の巨木のある林で，常緑広葉樹や落葉広葉樹，植林されたス
ギやヒノキの林，大木のある神社仏閣の境内などであり，繁殖には樹洞を利用するといわれている（中村
1991)．町内では，山ぎわの水田地帯の電柱に営巣し，餌も林の中だけでなく，水田の上をかすめるよう
にして飛んで捕らえるなど，他の地域と異なるハビタットを利用している（図版22- A) .

コルリの繁殖（図版 23）
コルリは県内では少数のものが海抜1,000m以上のブナ林に夏鳥として渡来する．町内では臥竜山・天

狗石山・阿佐山などの山頂付近に少数のものが渡来し繁殖する．本種の巣は地上に造られ，きわめて発見
しにくいのでこれまで県内で発見されていなかったが，今回の調査で臥竜山で3巣を確認した．
第1巣は1993年7月4日に発見した．海抜約1,100mの北側斜面にあり，ブナ林中のクロモジの根元に

できた窪みに造られていた．巣の上はスゲで覆われており，椀型で窪みに埋め込むように造られていた
大きさは外径13cm,内径6 cnl,高さ6.5cmであった．巣材は外巣にブナやスゲなどの枯葉や草の根などを，
産座には細根が用いられていた．巣内には巣立ちまじかの3羽の雛がおり，雄が頻繁に給餌し，雌が警戒
にあたっていた．翌日には雛は巣立っていた．

第2巣は1994年6月29日に発見した．海抜約1,050mの北側斜面にあり，第1巣と約100m <らい離れて
いた．これもブナ林中のスゲの根元にできた窪みに造られていた．巣の形や巣材は第1巣と同様であった．
巣内には孵化後約10日目くらいの3羽の雛と，未受精卵1個があった（図版 23- A) .雌雄で活発に育
雛し（図版 23-C･D),  7月4日には雛が巣立っていた. 1994年には3番いが確認され,1羽の雄は
直径約100 mのなわばりをもっていた．

第3巣は1995年7月12日に発見した．海抜約1 ,070mの北側斜面にあり第2巣とは約50m <らい離れて
いた.やはりスゲの根元の窪みに造られていた.巣内には巣立ちまじかの4羽の雛がおり（図版 23- B),
翌日には巣立っていた．本種は地上に営巣するため，カケスなどの天敵に巣が発見されにくく，3巣とも
雛が巣立った臥竜山における本種の初認日は1993年が4月25日，1994年が4月16日である（河津功
私信)．終認は1992年が8月30日であることを標識調査で確認した．
臥竜山での本種の繁殖個体は近年定着したようであり，大丸（1980）によると，1978年の調査の結果「コ

ルリは比婆郡西城町の県民の森では数番い生息しているが，臥竜山では1度の声の観察で繁殖の可能性も
少ない」と述べている．近年では調査を始めた1991年以来，毎年繁殖期を通じて3個体以上のさえずりを
確認している．

クロツグミの繁殖（図版 24）

クロツグミは県内では少数のものが夏鳥として渡来する．町内では広葉樹林やブナ林に少数のものが渡
来し繁殖する．臥竜山には4月初旬に渡来し，8月下旬まで見られる．今回の調査で，臥竜山で7巣を確
認した．
1994年6月12日に臥竜山の中腹(海抜約900m)で巣を発見した.巣はトチノキの地上約7mの叉にあり，
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コケ類と土を用いて椀型に造られていた．4卵があり（図版 24-D), 15日には雌が抱卵していた（図
版 24 - C ) .雛が孵化すると雌雄で育雛し（図版 24 - E・F ) ,雄は雛に餌を与えながらさえずってい
た．この行動は本種に特徴的なもので給餌歌といわれている．数日後には雛がなにものかにより捕食され

た．6月26日に山麓（海抜約850 m)で第2巣を発見した．巣はナツツバキの地上約6mの傾斜した幹の
上に造られ，5卵があった．やはり雛が孵化して数日後に捕食された．第3巣は，中腹（海抜約900m)の，
ミズナラの地上約15mに造られており，繁殖に成功した．第4巣も，中腹（海抜約950m)のミズナラの
地上約15mに造られており，繁殖に成功した．
1995年は6月24日に，第5巣を中腹（海抜約950m)で確認した．ミズナラの地上約15mに造られてい

たが,雛が孵化して数日後に捕食された第6巣は8月2日に山麓(海抜約850m)のミズナラの地上約10m
で確認したが,数日後に雛が捕食された.第7巣は8月5日に中腹(海抜約950m)のミズナラの地上約10m
で確認したが，雛が捕食された．以上のように，本種の雛は捕食者（おそらくカケスであろう）による激
しい食害をうけている．このため，6月初旬から8月中旬にかけて，捕食される度に再営巣している．
本種は町内では，臥竜山の他に掛頭山・滝の平牧場・俵原牧場・天狗石山・阿佐山などに渡来するが，

これらの環境はいずれもブナ林か広葉樹林で，林床は開けており，落葉などが堆積している．これは，本
種がミミズやコガネムシの幼虫などの土壌動物を，地上で採食することと関係している．町内でもこのよ
うな環境が造林事業などにより減少しており，本種の渡来数も少なくなっている．

シロハラの繁殖（図版 25）

シロハラは主として，西南日本に多く渡来して越冬する冬鳥である．国内での本種の繁殖に関する記録
は，対馬において1966年に巣立ち雛が観察されている（鴨川・山口1976）が，その巣は発見されていな
かった．今回の調査で，臥竜山でその巣が国内ではじめて発見された．
1991年5月4日に臥竜山の海抜1 ,000m付近で成鳥2羽の連れ立ちを観察した．次いで,6月1日にそ

の近くの沢で雄1羽が標識調査によって捕獲されたが，その排泄孔部は小指の頭大に膨張していた．7月
6日には同所で巣立ち直後の雛が2羽以上観察され，7月10日に雌雄各1羽力捕獲された．雄は6月1日
に捕獲された個体で，排泄孔部がさらに膨張し，人差し指の頭大になっていた．雌には抱卵班が形成され
ていた（図版 25- E) .

8月10日に海抜1 ,100m付近で餌を運ぶ雄を観察した．特に，早朝(5～9時）と夕方(17～19時）に30
分位の間隔で道路に出て，ミミズなどを捕らえて運んでいた．8月14日に巣を発見した．雌雄2羽で活発
に育雛していたが，16日には育雛が見られなくなり，巣立ち雛も見あたらないことから，雛はおそらく捕
食されたものと思われる．なお，隣接して3個体のさえずり力潮間をとうして聞かれた．
巣は，海抜約1 ,100mの北側斜面にあり，トチノキの地上約15mの枝先付近に造られていた（図版 25

- A).巣の位置が高いため採集できなかったが,9月14日の台風で落下した．落下によって形がくずれ
ていたが，それを修正して測定したところ，外径約15cm,内径約9 cm,厚さ約5cmであった．巣材は草の
茎と小枝を主とし，セン類，シダ類，枯葉なども用い，土で固めて，椀型に造られていた．産座は落下に
よって失われていた（図版 25- B).

1993年6月9日に第2巣を発見した．海抜約1,000mの北側斜面にあり, 1993年の巣から約100 m離れた
位置にあった．コハウチワカエデの地上約4mの叉に造られていた.9日には活発に青雛していたが,10
日には雛が捕食されていた．
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第3巣は1994年8月15日に発見した．海抜約1 , 000mの北側斜面にあり, 1994年の巣から約1 00m離れた
位置にあった．コハウチワカエデの地上約5mの叉に造られていた.15日には雌が抱雛し，雄が給餌し
ており，写真撮影することができた（図版 25-F) 16日には雛がなにものかに襲われ,2羽の死体が
巣の中に残されていた．
以上のように，本種の雛は捕食者（おそらくカケスであろう）による激しい食害を受けている．第1巣

と第3巣の育雛は8月中旬と遅く，おそらく捕食により再営巣したものであろう．第2巣が6月9日に雛
であったので，臥竜山における本種の繁殖開始は5月中旬であると推定される．いずれにせよ繁殖成功率
はきわめて低く，巣立ち雛を確認したのは1991年7月6日の1例と，1992年8月30日に標識調査で幼鳥を
確認した1例のみである（図版 25- D).
また，1992年8月2日に標識した雄が1995年8月18日に日比野正彦氏により再捕獲され，4年間連続し

て繁殖していること力雅認された．臥竜山における本種の初認日は，1993年が4月3日で，1994年が4月
10日である（河津 功 私信)．繁殖個体の終認は標識調査により1992年が10月10日であった 町内には
大陸からの移動個体が11月初旬に現われるが，積雪とともに見られなくなる．
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◎

図3 シロハラの繁殖地（斜線および黒色部分．高野（1982）を改変）
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本種は1986年以来，西中国山地を中心として夏期にしばしば観察されている（上野ら1993)．さらに，
山口県西部の菊川町では，1987年4月から6月下旬まで，継続して2羽の観察記録があり（水口1990)，
中国地方で広く繁殖している可能性があるので今後の調査が必要である．また，本種はウスリー・アムー
ル・中国東北部・朝鮮半島・対馬などで繁殖しているといわれ（図3），今回の調査で，それらの地域と
地理的に近い西中国山地でも繁殖していることが明らかにされた

ホオアカの繁殖（図版 26）

ホオアカは県内では少数のものが局地的に夏鳥として渡来する．町内では俵原牧場と千町原に少数のも
のが渡来していたが，千町原では1990年を最後に確認されていない．県内で本種力確実に繁殖しているの
は俵原牧場だけであり，今回の調査で3巣を確認した
1993年6月13日に牧場中央部の道路の北側で造巣している雌を確認した巣は牧草の中に造られており，

雄がそばにいたが造巣には参加していなかった．6月16日には巣のあった位置の牧草が刈り取られ放棄し
ていた．6月25日に牧場中央部の道路の南側で造巣しているのを確認した．巣はススキの中に造られ，地
上約50cmの位置にあった.7月4日には2卵があり,5日には雌が抱卵していた.11日には2羽の雛力孵
化していたが（図版 26-C), 12日には巣が破壊され雛が消失していた.7月25日に牧場中央部の道路
わきの牧草の中に巣を発見し4卵があったが（図版 26-B),  6月25日に発見した巣とは卵色が異なり
別個体の雌と考えられる．この巣も牧草の中にあり，刈り取りにより破壊される恐れがあるので，牧場の
方に巣の位置を知らせて刈り取りをさけてもらったところ，雛が無事巣立った．
1994年6月18日に牧場中央部の道路わきの牧草の中に巣を発見した．1993年の7月25日に発見した巣の

すぐそばであり，4羽の雛が確認された．その後，この巣の位置の牧草が刈り取られたが，雛が無事だっ
たので約1m離れたヨモギの株の中に巣ごと移動したところ，雛が無事巣立った（図版 26- E).また，
繁殖した番いに隣接して，牧場の東側にも繁殖期を通じてさえずっていた雄が観察されたが，この個体は
繁殖行動が見られず，独身個体であった．

以上のように俵原牧場では牧草の中に営巣することが多く，牧草の刈り取りによる巣の破壊への対策が
必要である．俵原牧場には4月下旬に渡来し，8月いっぱいで見られなくなる．西八幡原の水田で1991年
11月4日に1羽観察したが，おそらく移動途中のものであろう．

ミヤマホオジロの繁殖（図版 27）

ミヤマホオジロは主として，西南日本に多く渡来して越冬する冬鳥である．国内での本種の繁殖に関す
る記録は，対馬において1967年5月に巣立ち直後の幼鳥5羽が観察されている（鴨川・山口1976）が，
その巣は発見されていなかった．今回の調査で，臥竜山でその巣が国内で初めて発見された（上野ら
1995)．

1993年7月19日に餌を運ぶ雄が観察され，巣が発見された．巣は山頂近く（海抜1,200m)の北側斜面
にあり，ヤマブドウの群落中に見いだされた（図版 27- E).巣の位置は地上約60cmで，ヤマブドウの
蔓の下のハイイヌガヤに造られていた．大きさは外径約1 0cn, ,内径約7 cm,高さ約7cmである．巣材とし
てはスケやササを主材として用い，内部には細根を用いていた．孵化後10日くらいの雛が4個体いた（図
版 27- C).雄の夏羽は冬羽と変わらないようであるが，雌の胸部には雄よりは薄いが三角形班が認め
られた（図版 27-A･ B). 7月22日には巣内に雛が見られず，巣もこわれておらず，親鳥の警戒鳴き
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がきかれたので雛が巣立ったようである．
1994年の繁殖期には，臥竜山山麓で5月2日から22日まで雄のさえずりを確認したが，繁殖にはいたら

なかった．1995年の繁殖期には，臥竜山山麓の千町原との境界付近で2個体がさえずっていた．うち1羽
は6月10日から7月24日までさえずっていたが，繁殖は確認できなかった．また，臥竜山山麓の二川で
1991年7月14日に本種のさえずりが確認されている（河津功私信)．今回の巣の発見は臥竜山の山頂
であったが，それ以外の繁殖期の記録は山麓の千町原との境界付近であった．従って，本種の繁殖期の生
息環境は草原と林の境界付近であるといえる．町内では越冬個体群は11月上旬ころ，農耕地のそばの低木
林に少数渡来するが，積雪とともに見られなくなる．
本種はウスリー・アムール・中国東北部・朝鮮半島・対馬で繁殖しているといわれ（図4)，今回の調

査でそれらの地域と地理的に近い西中国山地でも繁殖していることが明らかになった．

図4 ミヤマホオジロの繁殖地（斜線および黒色部分．高野（1982）を改変）
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表 2 シ ラ ガ ホ オ ジ ロ の 個 体 数 注目すべき種の越冬
西八lll沸原の水田には秋と春に，ハイイロチュウヒ．．チョウゲン

ボウ・チョウゲンボウ・タゲリ・ビンズイ・タヒバリ・ツメナガホ
オジロ・シラガホオジロ・ミヤマガラス・コクマルガラスなどの冬
鳥が見られる．特に，シラガホオジロがまとまった数で毎年渡来す
る場所は，国内でも少ないので、その越冬生態について述べる．

シラガホオジロの越冬（図版 28）
シラガホオジロはシベリア東部，中国北部，サハリンなどで繁殖

し，希な冬鳥として国内で記録されていたが，近年，神奈川県の箱
根地方で，30羽前後の個体が毎年越冬していることが明らかになっ
た（馬場孝雄 私信)．町内では，1986年11月27日に亀山の水田で，
雄1羽と雌2羽が確認され，同年11月30日に同所で，約30羽の群れ
が確認された（西本悟郎 私信)．また，1990年11月4日に西八幡
原の水田で，雄6羽雌2羽力轆認され（佐伯昌彦 私信)，その後，
まとまった数が毎年渡来し越冬している．
生息状況としては,西八幡原の水田の特定の場所への執着が強く，

常に群れで行動を供にする．水田に落ちている籾などを歩きながら採食し（図版28-C ･ D),驚くと
電線にとまったり（図版 28- B),上空に舞い上がったりする．また,2羽の雄が飛びながら追いかけ
あう行動がよく見られる．ねぐらは林にあるようで，日中でも林に入りこむことがある．表2にこれまで
西八幡原で確認した年月日と個体数を示した11月初めに渡来して年内は留まり，積雪とともに移動する．
4月に入り，雪が解けると再び現われる．1994年4月3日に夏羽の雄3羽と雌1羽が観察され，雄がさえ
ずっていたという（栗原 1994年)4月中句までには渡去する．西八幡原の水田は，大陸の繁殖地から
越冬地への渡りの中継地となっている．

標識調査の結果

今回の調査では鳥類標識調査も行なった．これは環境庁の行なっている事業で，渡り鳥の調査のために
鳥を網で捕らえ，標識用足環を装着するものである調査には日本野鳥の会広島県支部の日比野政彦氏と
杉島 洋氏に協力していただいた．この調査により姿や声で確認の難しい種類についての移動状況力湘握
できる．以下にその結果について述べる．また，調査時に写真撮影した種を図版29～34に示した．

1．臥竜山の調査結果

調査地は臥竜山(34｡42' N, 132｡10' E )の海抜1 ,000m付近のブナ林の中で，鳥が水場として利用して
いる沢である．1991年の調査結果を表3に示した．これまで冬鳥とされていたシロハラが6．7．8．9
月に捕獲された．6月1日に捕獲されたメボソムシクイは亜種コメボソムシクイ Pﾉly"oscOp"s l)07℃α"s
607E(z "s であった.8月18日にはコルリとオオルリが多数捕獲されたが，ほとんど幼鳥でオオルリでは
24羽のうち22羽が，コルリでは10羽のうち6羽が幼鳥であった．キビタキも6羽すべてが幼鳥であった．
この調査で臥竜山では，8月中旬から9月中旬にかけてオオルリ・コルリ・キビタキ・ヤブサメなどの夏
鳥の通過があるが,10月中旬になるとシジュウカラなどのわずかの留鳥が残るのみであることがわかった
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12月8日
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表3  1 991年の臥竜山の標識調査結果

表61994年の臥竜山 表71991年の俵原牧場の
の 標 識 調 結 果 標 識 調 査 結 果

た雄の成鳥であり，繁殖個体の10月までの残留力雅認されたやはり10月にはいるとコガラなどの留鳥の
みとなる．

1993年の調査結果を表5に示した. 1991年･ 1992年の調査結果と同様である．なお, 1993年5月11日に
ムギマキ雄1羽が，9月5日にヤイロチョウ1羽が日比野政彦氏により標識された．
1994年の調査結果を表6に示した．1991年．1992年.1993年の調査結果と同様である

2．俵原牧場の調査結果
調査地は俵原牧場(34.44. N, 132｡15 E)の海抜677m付近の小川の川岸で，ススキとヨシの群落であ

る．1991年の調査結果を表7に示した．10月22日にノビタキ・コヨシキリ・ノジコなどの通過力確認され
た．11月3日には冬鳥のアオジカ轆認された．

表4 1992年の臥竜山の標識調査結果

表 5 1 9 9 3 年 の 臥 竜 山 の 標 識 調 査 結 果

1992年の調査結果を表4に示した1991年
と同様に8月30日にコルリ・オオルリ・ヤブ
サメなどの夏鳥の通過力轆認された．10月10
日に捕獲されたシロハラは8月2日に標識し
、やはり10月にはいるとコガラなどの留鳥の
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1 9 9 1 年 ’ 6 月 7月 8月 9月 10月

種類 ／ 日 1 16 10 22 18 17 21

アオゲラ

ア カ ゲ ラ

ミソサザイ
コルリ

マ ミ ジ ロ

トラツグミ
クロツグミ

シロハラ
ヤブサメ

ウ グイ ス
メボソムシクイ

キビタキ
オオルリ

コ サ メ ビタ キ

エ ナ ガ
コガラ
ヒガラ
ヤマガラ

シジュウカラ
ゴジュゥヵラ
イ カ ル

２
１
１
１
１
１
４
１
６

４
１
２
２
１

２
１
１
１
１
３
１

１

２

２
 
ｍ

１

２
 
２
１
３

１

２
４
１
７
１

24

１

１
 
２
１
 
３
２
１
１
 
２

1

1992年 5月 6月 7月 8月 10月
種 ／ 日 4 21 25 28 2 30 10

ミソサザイ
コルリ
クロツグミ
シ ロ ハ ラ

ヤブサメ

キ ビタ キ
オオルリ
コガラ

ヒガラ
ヤマガラ
シジュウカラ
メ ジ ロ

４
 
２

1

2

1

1

1

１
 
５
１
１
２
１
７
１
 
４
１

１

２

1994年 8月

種類 ／ 日 27

ミソサザイ
キ ビタ キ

オオルリ
ヤ マ ガ ラ
シジュウカラ

メ ジ ロ

１
１
１
１
２
３

1991年 7月 10月 11月

種類 ／ 日 27 22 3

リ

リ
 
キ

キ
 
キ
 
シ
 
ロ

タ
 
シ
 
ョ
 
ジ
 
コ
 
ジ

ビ
 
ヨ
 
オ
 
オ
 
ジ
 
オ

ノ
 
コ
 
オ
 
ホ
 
ノ
 
ア

1

８
２
５
１

3

1

1993年 5月 6月 8月

種類 ／ 日 31 9 16 21 29

ミソサザイ
コルリ

ヤブサメ
ウグイス
メボソムシクイ

キビタキ

オオルリ
コガラ
ヒガラ

シジュウカラ
ゴジュウカラ

２
１
１
１
２
１1

２
１
１１

２
１

１
１
 
２
１
２
１



表 8 1 9 9 3 年の俵原牧場の標識調査結果

表9  1 9 9 4年の俵原牧場の標識調査結果

表1 1 1994年の深山の標識調査結果表101994年の滝の平牧場の
標識調査結果

1993年の調査結果を表8に示した．オオジシギ･カッコ

ウ・ヒバリは雛に標識したものである．1991年の調査結果
と同様に，10月3日にアリスイ，17日にノゴマ･ノビタキ・
ノジコ,25日にノビタキなどの通過力雅認された.10月25日
にはジョウビタキやカシラダカなどの冬鳥も確認された．
1994年の調査結果を表9に示した．9月24日と10月3日

にシマセンニュウカ瀧認され，他の種より少し早く通過す
ることが確認された．10月16日にはノゴマ・ノビタキ・コ

ヨシキリ・ノジコなどの通過力轆認された．また，10月に
はウグイスがヨシ原に入ること力雅認された．
なお，1995年8月3日にオオヨシキリ1羽を標識した．

3．滝の平牧場の調査結果

調査地は滝の平牧場(34･43､ N , 132｡11' E )の海抜770 m付近で，ススキや灌木からなる草原である．
1994年の調査結果を表10に示した．10月24日にノゴマ・メボソムシクイなどの通過とキクイタダキ・カシ
ラダカ・アトリなどの冬鳥を確認した．10月31日にはジョウビタキ・カシラダカなどの冬鳥を確認した．

4．深山の調査結果

調査地は深山(34･47' N , 132｡21,E)の海抜750 m付近で，低木林とススキ群落の2か所である. 1994
年の調査結果を表11に示した．11月14日にカヤクグリ・ルリビタキ・シロハラなどの冬鳥を確認した．11
月23日にはカヤクグリ・ルリビタキなどにややおくれてツグミ・ミヤマホオジロ・マヒワ・ベニマシコ・

ウソなどの冬鳥を確認した．1994年秋は，1993年秋から1994年春に比較して冬鳥の渡来数が多く，カヤク
グリは調査期間中初めて記録した．マヒワも1993年は全く姿を見せなかったが，1994年は多くの個体が渡
来した

5．その他

以上の調査地以外でも，1993年7月18日に大利原でブッポウソウの雛1羽に，同年11月22日に西八幡原
の水田でシラガホオジロ雄2羽に標識した．計41日間調査し，50種362羽に標識した．
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摘 要
11991年から1995年にかけて，芸北町で鳥類の生息調査を実施したこの調査結果と日本野鳥の会広島
県支部会員の情報をもとに，芸北町の鳥類として15目41科149種を記録した．また，臥竜山の鳥類とし
て10目27科73種を記録した．

2 鳥類の繁殖調査を行い，50種の繁殖を確認した．また，国内で初めて臥竜山でシロハラとミヤマホオ

ジロの巣を確認した．さらに，県内で初めて臥竜山でコルリの巣を確認した．
3 鳥類標識調査を行い，オオジシギ・カッコウ・ブッポウソウ・シラガホオジロなど，50種362羽に標

識した．

4 芸北町には多様な自然環境があり，鳥類の種数，個体数ともに多い特に，臥竜山・俵原牧場・西八
ll'悉原の水田は鳥類相が豊かである．
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主 な 調 査 地 Ⅱ

A : 臥竜山のブナ林

B : 臥竜山のブナ林

C:臥竜山の水場（雪霊水）

D : 千原町の灌木林
E :千原町のススキ群落

F :俵原牧場のヨシ群落
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1993年秋

1954年夏
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図 版 3

I芸北町の鳥類
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俵原牧場
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芸 北 町 の 鳥 類 Ⅳ
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図 版 7

A:モズ（雄）
B : カ ワ ガ ラ ス
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図 版 9

Ⅶ芸北町の鳥類
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芸北町の烏類

ウカラ（雌） 吉見坂
臥竜山

西八幡原

西八幡原

俵原牧場

俵原牧場
西八幡原

( 雄）滝の平牧場

シジュウカラ（雌）

ゴジュゥカラ

メジロ

シラガホオジロ（雄）

ホオジロ（雄）

ホオアカ（雄）
カシラダ・カ

ミヤマホオジロ（雄）

Ⅷ

1993年5月

1994年5月
1992年4月

1991年11月

1993年11月

1993年7月

1 995年3月
1994年11月
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芸 北 町 の 鳥 類 Ⅸ

西八幡原
ヒ ワ 千 町 原

深 山

シコ（雄）滝の平牧場
シコ（雄）深山

雄 ） 深 山

西 八 幡 原

1995年3月

1 992年10月
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A : ス ズ メ

B : カ ケ ス

C : コ ク マ ル ガ ラ ス

D : ミ ヤ マ ガ ラ ス

E : ハ シ ボ ソ ガ ラ ス

F : ハ シ ブ ト ガ ラ ス

芸 北 町 の 鳥 類 X

大利原
臥竜山

ルガラス西原幡原

ガ ラ ス 西 八 I 幡 原

ソガラス西八幡原

トガラス俵原牧場

1995年10月

1 992年4月

1993年3月
1993年3月

1993年4月

1995年8月
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各 種 の 繁 殖 I
リが繁殖した巣箱 東八'll番原

滝の平牧場

掛頭山

大利原

山県郡
千 町 原

1 993年8月
1 995年8月

1991年7月（撮影吉見良一）
1993年6月

1 995年6月
1993年6月
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A ;抱卵中のアオバト

B :カワセミの巣穴

C :ヤマセミの巣穴

D :アカケラの巣穴
E :給餌するアオゲラ

F : 給 餌 す る ヒ バ リ

Ⅱ

臥竜山

俵原牧場

才乙
臥竜山

臥竜山

俵原牧場

各種の繁殖
のアオバト 1 995年5月

1994年6月

1 994年6月

1993年7月

1995年6月
1 993年6月
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1995年7月

1992年5月

1 994年6月
1995年7月

1995年7月（撮影杉島 洋）
1995年8月
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各 種 の 繁 殖 Ⅲ

ツバ メ の 果

イワツバメの造巣

キセキレイの巣と雛
ヒヨドリの巣と卵

雛を抱くモズの雌に給餌する雄
モズの巣と卵

荒神原
長者原

八幡洞門

掛頭山

千町原
千 町 原
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1991年6月

1995年8月

1993年6月
1993年6月

1993年7月（撮影杉島洋）
1995年7月
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A :倒木に造られたミソサザイ

B :木の叉に造られたトラック

C : ウグイスの巣

D : ｳ グ ｲ ｽ の 卵
E :雛に給餌するオオヨシキリ

F : オ オ ヨ シ キ リ の 巣 と 卵

各 種 の 繁 殖 Ⅳ

造られたミソサザイの巣

に造られたトラツグミの巣

臥 竜 山

臥竜山

掛頭山

掛頭山

俵原牧場
俵 原 牧 場
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俵原牧場

臥竜山

臥竜山

臥竜山

臥竜山
臥 竜 山
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各種の繁殖
る セ ッ カ

V

給餌するセッカ

給餌するキビタキの雄

岩場に造られたオオルリの巣
倒木の穴を利用したヒガラの巣

木に空けられた穴を利用したヤマガラの巣
コケラの古巣を利用したシジュウカラの巣

1993年7月

1995年5月
1 994年7月

1992年5月

1995年5月

1995年7月
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臥竜山

広島市

千 町 原

千 町 原

臥竜山

西 八 幡 原
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各 種 の 繁 殖 Ⅵ

抱卵中のメジロ

メジロの巣と卵

給餌するホオジロの雄
ホ オ ジ ロ の 巣 と 卵

アカケラの古巣を利用したゴジュウカラの巣
ハ シ ボ ソ ガ ラス の 巣

1 994年6月

1 994年6月

1 995年7月

1 994年6月

1 994年7月
1995年4月

( 撮 影 杉 島 洋 ）
( 撮 影 杉 島 洋 ）
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1 993年5月30日

1994年6月18日

1994年8月
1 994年5月29日

1994年5月24日
1 994年6月9日
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オオジシギの繁殖

A : さえずる雄

B : 交 尾

C : 生 息 環 境
D :雄のフライト

E : のびをする雄

F : 雛

ディスプレイ

俵 原 牧 場

俵原牧場

俵原牧場
俵原牧場

俵原牧場

俵原牧場
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(手前の大きな卵）

(中央の大きな卵）
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ソコウ

ホトトギス類の繁殖

ウ（雄）

カッコウの雛に給餌するオオヨシキリ

オオルリの巣に托卵されたジュウイチの卵
カッコウの雛

ウグイスの巣に托卵きれたホトトギスの卵

ウグイスに育雛されたツツドリの巣立ち雛

俵原牧場

俵原牧場

天狗石山
俵原牧場

千 町 原

臥 竜 山

1994年5月
1993年7月

1992年6月

1993年7月
1995年6月

1994年8月
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1994年6月29日

1994年7月25日
1 994年6月29日

1994年8月1日

1994年8月1日
1994年8月2日
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ア カ シ ョ ウ ビ ン の 繁 殖

:巣穴堀り

: 巣 穴

:餌を探す親鳥

雛への餌運び（サンショウウオの幼生）

雛への給餌
雛への餌運び（アオガエル）

臥竜山

臥竜山

臥竜山

臥竜山
臥 竜 山

臥 竜 山
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A : 生 息 環 境

B : 飛 翔
C : 貫通した巣穴

D : 雛 への餌運び

E : 雛 へ の 給 餌

F : 巣 の 中 の 雛

G :巣立ち直前の剛

ブッボウソウの繁殖

境 吉 見 坂

吉見坂

た 巣 穴 吉 見 坂
罫 運 び 大 利 原

給 餌 吉 見 坂
乃 雛 大 利 原
亘 前 の 雛 吉 見 坂

1995年5月

1 992年7月26日

1995年8月

1993年7月20日

1 992年7月12日

1 995年8月28日
1992年8月1日
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臥竜山

臥竜山

臥竜山

臥竜山

臥竜山
臥 竜 山

コルリの繁殖

A : 雛と末受精卵

B :巣立ちまじかの雛

C :雛の糞をくわえる雄

D : 給餌する雌

E : さ えずる雄
F :水浴びをする雄亜成鳥

1 994年6月29日

1995年7月12日

1994年7月1日
1994年7月1日

1993年5月16日
1994年8月27日
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A : 営 巣 環 境

B : 巣材を運ぶ雌

C : 抱卵する雌

D : 巣 と 卵

E : 雛に給餌する雄
F : 雛に給餌する雌

クロツグミの繁殖
境 臥 竜 山

運 ぶ 雌 臥 竜 山

る 雌 臥 竜 山

臥竜山

餌する雄臥竜山
餌 す る 雌 臥 竜 山

1995年7月
1995年7月16日

1994年6月26日

1994年6月12日

1994年7月2日
1994年6月29日
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日比野政彦）
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臥竜山

臥竜山

臥竜山
臥竜山

臥竜山

臥竜山

シロハラの繁殖

I､チノキに造られた巣

巣

さえずる雄
幼鳥

雌の抱卵班

雛 を 抱 く 雌

1991年8月（撮影

1991年9月

1993年5月16日
1992年8月30日

199 1年7月10日

1994年8月15日
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雌

ホオアカの繁殖

俵原牧場

俵原牧場

俵原牧場

を運ぶ雄俵原牧場

餌する雄俵原牧場
境 俵 原 牧 場

:巣と卵

: 雛

:雛に餌を運ぶ雄

:雛に給餌する雄
:営巣環境

1993年8月3日

1 993年7月25日

1 993年7月11日

1993年8月3日

1 994年6月26日
1 994年8月
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1 993年7月20日

1 993年7月20日

1 993年7月19日
1 994年11月3日

1 993年7月

1 994年1月15日
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ミ ヤマホオジロの繁殖

A :雛に給餌する雄

B :雛に給餌する雌

C : 巣 と 雛

D : 雄

E:営巣環境（ヤマブドウの群落）
F : 雌

滝の平牧場

臥 竜 山

臥 竜 山

臥竜山

臥竜山
臥 竜 山
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A : 生 息環境

B : 電線で休む雄

C :水田で採餌する雄

D :あぜで採餌する雄

E : 群 れ

F : 夏 羽 の 雄

シラガホオジロの越冬

境 西 八 幡 原
休 む 雄 西 八 l l ' 附 原

係餌する雄西八III冊原

係餌する雄西八幡原

西八幡原
唯 西 八 幡 原

1995年3月
1 993年11月14日

1 991年11月30日
1991年11月23日

1995年4月1日
1 995年4月11日



図 版 2 8
額

』 ー

、

武

、

一 一 一 蕊

E

、

I

群

、

I

寒
一

… ー

／

鍵

へ

、

2

4

墜 錘

曇

畦

- 3 8 1 -

I
｡

、

F
､

一子一

謡
＝ ̅

争

庇

…

三

ヨ

・塾

一

ｆ
ｆ

Ｆ
『

蕪
、
潮
降
職

〆

ベ
一一



図 版 2 9

( 標 識 日 比 野 政 彦 ）

- 3 8 2 -

カワセミ（雌）

ブッポウソウ

アオケラ（雄）
アオケラ（雌）

アカケラ（雌）

ヤイロチョウ

ヒバリ（幼鳥）
ミソサザイ

俵原牧場

大 利 原

臥竜山

臥 竜 山

臥竜山

臥竜山

俵原牧場
臥 竜 山

標 識 調 査 I

ﾌセミ（雌）

ｿポウソウ（幼鳥）

ﾅケラ（雄）
ｹケラ（雌）
ｹケラ（雌）

1993年10月17日

1993年7月18日

1991年6月1日
1991年6月1日

1991年7月10日

1993年9月5日

1993年7月5日
1993年5月31日
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深 山

標 識 調 査 Ⅱ

A : カ ヤ ク グ リ

B:ノゴマ（雄）

C:ジョウビタキ（雄）
D:コルリ（雄）

E？ルリビタキ（雄）

F:ノビタキ（冬羽）
G : マ ミ ジ ロ

H : ト ラ ツ グ ミ

滝の平牧場

滝の平牧場
臥竜山

深 山 ．

俵原牧場

臥竜山
臥 竜 山

1994年11月23日
1994年12月24日

1994年10月31日

1991年6月1日

1994年11月21日
1994年10月16日

1 992年9月6日（標識 日比野政彦）
1991年7月10日
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標識調査

グミ（雄）

Ⅲ

臥竜山

深 山

臥竜山
臥竜山

A : ク ロ ツ グ ミ （ 鮒

B : ツ グ ミ

C : ヤ ブ サ メ

D : ウ グ イ ス

E : キ ク イ タ ダ キ

F : シ マ セ ン ニ ュ ウ

G : オ オ ヨ シ キ リ

H : コ ヨ シ キ リ

滝の平牧場
俵原牧場

俵原牧場
俵原牧場

1994年9月1日（標識 日比野政彦）
1994年11月23日

1993年8月29日

1993年8月16日

1994年10月24日

1994年9月24日
1995年8月3日
1994年10月16日
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標 識 調 査 Ⅳ

A : メ ボ ソ ム シ ク イ

B:ムギマキ（雄）
C:キビタキ（雄）
D:オオルリ（雄）

E:オオルリ（雌）
F : コ サ メ ビ タ キ

G : コ ガ ラ

H : ヒ ガ ラ

滝の平牧場

臥竜山

臥竜山
臥竜山

臥竜山

臥竜山

臥竜山
臥 竜 山

1994年10月24日

1993年5月3日

1992年8月20日

1992年8月30日

1992年8月30日
1991年8月18日

1 992年8月20日
1 993年5月31日
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標 識 調 杏 V

ヤ マ ガ ラ

シジュウカラ

ゴジュウカラ

メ ジ ロ

シラガホオジロ（雄）

ホオジロ（雄）
カシラダカ

ミヤマホオジロ（雄）

臥 竜 山

臥竜山

臥竜山

臥竜山
西 八 幡 原

滝の平牧場
滝の平牧場

深 山

1992年8月30日

1993年5月31日
1993年5月31日

1 994年8月27日

1993年11月22日

1 994年10月24日
1994年10月31日

1994年11月23日
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標識調査

（雄）
（雌）
（雄）

俵原牧場
俵原牧場

滝の平牧場

俵原牧場

深山
深山

深 山

深 山

1994年10月16日
1991年11月3日

1994年10月24日

1994年10月3日

1994年11月23日

1994年11月23日

1994年11月23日
1994年11月23日
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高原の自然史第1号の正誤表 Corrigenda fol･ No.1

高原の自然史第1号に以下の間違いがありましたのでご訂正下さい。

p.40 : 24行( line),
三豊
ロ〃、

p41 : 22行, P.52
言旦
ロノ、

p.41 5 28行, p.52
誤

p.42 : 13行, p.52
誤

p.43 : 1行,p､54
誤

p.43 : 10行→
p.46 : 27行, p.64

誤

p.46 : 35行, p.64
言豊
ロノ、

p.47 : 1行, p.64
誤

p.112 : 20行
pll2 : 23行

p.436 : 5行

夏烏
5 羽

1 0月 2 4日

→ （ 撮 影 河 津 功 ） を 入 れ る

p.49 : 6行, p.50図版(plate) A
ヤマトミクリ → 正 ナ ガ エ ミ ク リ

助α7gα’"""1 /tz"" Graebn. 卵α増α"""""o"α"ｿz Rothert
図版B
Pres l →正 (Burm fil ) Pres l
図版E
コバイケイソウ → 正 バ イ ケ イ ソ ウ
V ' 、 " ” 〃 s t “ ) ” " “ " 〃 M a x m 1 . 1物切""' 91n"di/Jo""Iz (Maxim) Loes
図版H
Max in l . →正 Maxim. pro p
図版F
アケボノシュスラン ーシ 正ミヤマウズラ
Goodye畑允"os(z (Lindl)                    GOO(jVem SC""ﾉz"“α"α"" Reichb fil.
B e n t h v a r l " " s F i n e t

｢本種についての学名は，佐竹ら(1989)に従った.」の部分を削除する
図版A
Maxi nl . - 修 正M a k i n o

図版E
Mo r r e n . -し 正Mo r r e n

図版D
ハルリンドウ ーレ 正フデリンドウ

G e " " " " j 畑 " 1 I ) c 噌仇G e , " 〃α "α ZO " " 噌 c " F a w c e t t
(G Don) Griseb.

p.299
p.306
p 384

留鳥
1 羽

1 2月 2 4日
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